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序

　下津原鹿島古墳群は、栃木県の南西部、栃木市に位置する三毳山の東斜面にあ

ります。三毳山は、和歌にもその名が残る、万葉集ゆかりの地として知られており、

現在は豊かな自然を生かして、県営都市公園「みかも山公園」として整備されて

います。

　この度、新青少年教育施設の建設に先立ち、地区内に所在する遺跡の取扱いに

ついて、関係機関と協議の上、記録保存を目的とした発掘調査を行いました。

　発掘調査では、古墳と塚、炭焼き窯、縄文土器や石器等が発見され、原始古代

における三毳山の土地利用や周辺の歴史を知る上での多くの成果を得ることがで

きました。

　本報告書は下津原鹿島古墳群の発掘調査成果をまとめたものです。本書が県民

の皆様にとって郷土の歴史を理解する一助になるとともに、各方面において広く

御活用いただければ幸いです。

　最後になりましたが、発掘調査から報告書作成に至るまで、多大なる御協力を

いただきました栃木市教育委員会をはじめとする関係機関、並びに関係各位に対

しまして、厚くお礼申し上げます。

　令和５年２月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　栃木県教育委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教育長　阿久澤　真理
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例　言

１　本書は、新青少年教育施設整備運営事業に伴い実施した下津原鹿島古墳群の発掘調査報告書である。

２　本事業は、栃木県教育委員会から公益財団法人とちぎ未来づくり財団が委託を受けて、財団の埋蔵文化

財センターが実施した。事業の実施に当たっては、県教育委員会からの指導のもとに行った。

３　調査体制は以下のとおりである。

　　　発掘調査

令和３年度　副所長　藤田典夫、調査課　副主幹兼課長　津野　仁、副主幹　中村享史、

嘱託調査員　黒川正義

　　　整理・報告書作成

令和４年度　副所長　藤田典夫、副所長兼普及課長　篠原祐一、整理課　副主幹兼整理課長

中村享史

４　本報告書の執筆・編集は中村が担当した。

５　古墳石材撤去業務については、神谷建設株式会社に委託した。

６　基準点測量・地形測量図化、及び航空写真撮影業務については、中央測量設計株式会社、中央航業株式

会社に委託した。遺物写真撮影は株式会社松井ピ・テ・オ・印刷に委託した。

７　理化学分析については、（株）火山灰考古学研究所に委託した。

８　鉄製品、銅製品のX線写真撮影は、（有）武蔵野文化財修復研究所に委託した。

９　駒塚古墳石室の平面図は、昭和 51年に調査された甲塚西遺跡の調査で記録され、報告書に記載されなか

った原図を一部改変して記載した。（海老原郁雄・鈴木勝・山ノ井清人　1981「甲塚西遺跡」（駒塚古墳）『県

営圃場整備地内発掘調査報告書』栃木県埋蔵文化財調査報告書第 41集　栃木県教育委員会）

10　本遺跡の発掘調査・整理報告に当たり、下記の方々に御指導・御協力を頂いた。厚く御礼の意を表します。

　　　栃木県教育委員会生涯学習課、栃木県小山環境管理事務所、栃木市教育委員会、大成建設・板橋組特

定建設工事共同企業体、株式会社観光農園いわふね、（公財）栃木県民公園福祉協会みかも山公園事務所、

高見哲士（順不同・敬称略）

11　発掘調査の参加者は次の通りである。

　　　五十嵐祐子・歌川盛夫・小曽根好雄・大久保保江・小島祥一・小島幹雄・菅谷宣義・杉原新一　　　　　　　　　　　　

　　　鈴木一男・須藤哲夫・瀬下勇夫・田村秀実・中嶋幹夫・中野富男・橋本貞男・渡邉ムツ子

12　整理作業・報告書作成の参加者は次の通りである。

　　　武田智子・佐藤　愛

13　本遺跡の調査概要は、埋蔵文化財センター年報・栃木県埋蔵文化財保護行政年報で報告されているが、　

本書を正式報告とする。

14　本遺跡の出土遺物・資料類は、栃木県埋蔵文化財センターで保管している。
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凡　例

１．遺跡の略称は、栃木市下津原鹿島古墳群を略したＴＯ−ＳＫである。

２．遺構の略称は、Ｓ、ＳX：性格不明遺構（積石遺構、炭焼窯跡）、Ｓ Z：古墳である。

３．全体図の座標は、世界測地系に基づき、図示した方位は座標北である。

４．調査区および遺構の縮尺は、１/80・１/40・１/100 で、スケールを示したので、参照されたい。

５．遺物の縮尺は、土器１/３、石器１/４、鉄製品等は１/１・１/２であり、縮尺を図面の脇に示した。

６．土器実測図の器面調整のうち、ナデは破線、ケズリは実線で示した。

７．遺物観察表の色調は、『新版　標準土色帳』農林水産省農林水産技術会議事務局会議監修　財団法人日本

色彩研究所　色票監修　による。

８．遺物観察表中の備考の遺物番号は挿図の番号ではなく注記の番号である。

９．遺物実測図、遺物出土位置図、写真図版の遺物番号は一致する。

10．遺物出土位置は、図示していない遺物も点を落としてある。

11．遺物出土位置図の遺物番号は、挿図番号とハイフンの後に示した。
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第１અ　調査に至るܦҢ

第１ষ　調査のܦҢ

第１અ　調査に至るܦҢ（第１図）
　栃木県の県立青少年教育施設は、॓ധ体ܕݧ教育施設として、様々な自然体ݧ活ಈや地Ҭの特性を活かし

たものづくりなͲを通し、青少年の݈全な育成にد༩するとともに、生涯学習・ަྲྀの場として෯広い年ྸ

の県民に利用されている。ۙ年、施設の老ٺ化や少子化によるࣇಐ生ెのݮ少、市ொの類ࣅ施設の設置

による利用者の分ࢄ化なͲから、࠶編整備計ըをࡦ定し、施設の౷ഇ߹を実施してきた。࠶編整備計ըの中

で位置けられている新施設の整備༧定地については、県営都市公園である「みかも山公園」がબ定された。

　このことを栃木県教育委員会文化財課に照会したとこΖ、この場所には周知の文化財แ蔵地である下津原

鹿島 1号墳がۙして所在しており、古墳群が存在するՄ性があるため、県教育委員会は遺跡の有ແ・分

ঢ়گをѲするための所在調査を平成 29年 12月 14 日、平成 30年 1月 31日に行った。その݁果、計ը

地内に古墳５基（第１図 8582�2 ʙ �）、窯跡１基が埋蔵文化財として所在していることが֬ೝされた。

　このような։発計ըと所在調査݁果を౿ま͑て、県教育委員会文化財課と生涯学習課の協議をܦて、令和

３年度に古墳３基（第１図 8582�4 ʙ �）、窯跡１基の発掘調査を実施することとなった。４月 23日けで、

文化財課課長から公益財団法人とちぎ未来づくり財団理事長に下津原鹿島古墳群発掘調査のඅ用見積がґཔ

された。これを受けて財団理事長から文化財課課長に同日අ用見積のճがなされた。

　さらに、４月 30日けで、文化財課課長から財団理事長にܖక݁のґཔ文書がૹされ、栃木県知事と

財団理事長ؒで埋蔵文化財発掘調査委託ܖがక݁された。５月にはॾ準備を行い、現地における発掘調査

は６月から 12月に実施することとなった。

8582-2
8582-3
8582-4
8582-5

8582-6

ʢಢࢢҨਤ�վมʣ

� ���N�������

第１図　下津原鹿島古墳群位置図
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第１ষ　調査のܦҢ

第２અ　調査の方法（第１・２図）
　所在調査の࣌点で、対区内で遺構は６つ֬ೝされており、１ʙ５号墳、窯跡とݺ称していた。その後、
栃木市教育委員会で県ಓ東に位置する下津原鹿島 1号墳と一࿈のものとのೝࣝのもと、下津原鹿島古墳群と

໋名したため、所在調査࣌点での 1号墳ˠ下津原鹿島２号墳、２号墳ˠ下津原鹿島３号墳、３号墳ˠ下津原

鹿島４号墳、４号墳ˠ下津原鹿島５号墳、５号墳ˠ下津原鹿島６号墳というように番号をৼりした。これ

らのうち、下津原鹿島２・３号墳は発掘を行わͣ、下津原鹿島４・５・６号墳を発掘することになった。当

センターではࠞཚをආけるため一つの調査࣌には遺構に同じࣈを発番しないようにしているので、ܽ番と

なっている１号の遺構番号は、所在調査で֬ೝしていた窯跡にׂり当て、１号炭焼窯跡（4�1）と໋名した。

調査ਐ行࣌に遺構の性格が当ॳと変わった場߹でもࣈだけは変ߋしないようにした。その݁果、下津原鹿

島５号墳は５号積石遺構（4X�5）、下津原鹿島６号墳は６号炭焼窯跡（4��）に変ߋになった。

　各古墳（遺構）のڑがれており、発掘区が࿈ଓしていないため、遺跡内での発掘区の位置を表現する

ため、新測地系にैって発掘区全体を෴う地区ׂりの設定を行った。南北（̭）࣠には記号としてࢉ用ࣈ

をৼり、１ʹ 34��0、２ʹ 34��0、３ʹ 34�50、４ʹ 34�40、５ʹ 34�30、６ʹ 34�20、７ʹ 34�10、

８ʹ 34�00 とした。東西（̮）࣠には記号としてϩーϚࣈをৼり、̖ʹ− 18210、̗ʹ− 18200、̘ʹ−

18190、̙ʹ− 18180、̚ʹ− 181�0、̛ʹ− 181�0、̜ʹ− 18150、̝ʹ− 18140、̞ʹ− 18130、

̟ʹ− 18120、Ｋʹ− 18110、̡ʹ− 18100、̢ʹ− 18090、̣ʹ− 18080、Ｏʹ− 180�0、̥ʹ−

180�0、̦ʹ− 18050、̧ʹ− 18040、Ｓʹ− 18030、Ｔʹ− 18020、̪ʹ− 18010、̫ʹ− 18000 と

した（第２図）。これによって、それͧれのަ点の座標を̖１（34��0、− 18210）というような座標名にした。

そして、この座標名の南東の空ؒをその方؟の地区の名લとして「̖−１区」というように表現できるよう

にした。

　遺跡がかなりのٸ斜面にあるため、表土আ去はॏ機では行わͣ、人力で行うこととした。遺構のൣғを֬

ೝするためのτϨンνを設定し、そこで֬ೝしたൣғの表土আ去を行うこととした。そのൣғをғめるよう

に測量用の基準ߌを先ड़した座標に載ͤて方؟ঢ়にଧ設した。表土上で֬ೝできる遺構（古墳ঢ়の高まり）

は表土আ去後、その高まりが、遺構そのものか遺構の෴土か֬ೝし、෴土であった場߹そのまま掘りすすめ、

遺構であった場߹はその表面を記録してから、அちׂり調査にすすΉこととした。表土より下位で֬ೝでき

た遺構（古墳の周ߔ）は、୦݀ॅډ、土等と同様に掘り下げることとした。ԣ݀式石室は室内にたまった

෴土をআ去して記録を取った後、解体しながら石室の構ஙঢ়گの観察、記録を行うこととした。空中からの

写真は、当ॳから見͑ていた古墳ঢ়の高まりを記録するために掘り下げલに一度行い、調査後のঢ়گを記録

するために掘り下げ後に一度行うこととした。

第３અ　調査のܦա
　委託ܖલに、大成建設・板橋組特定建設工事企業体新青少年教育施設整備運営事業土木工事事務所が、

計ըൣғ内のെ࠾をしていた。委託ܖのక݁後、現地に立ちೖり、現گを֬ೝしたとこΖ、古墳や窯跡の

形が地形に現れているのがೝめられたため、表土掘લに地形測量を行った。発掘対地が山林中のٸ斜

地にあるため、事務所はフルーツύーΫのறं場内、器材置き場を発掘対地に設営した。

　６月 10日から現地で作業員による作業を։始した。５号墳と６号墳は地形の高まりに߹わͤて発掘区を設

定した。５号墳はが多量に積み上げられたঢ়گが֬ೝできたので、そのを࿐出さͤることにめた。６

号墳は地形の高まりの北ଆ斜面中央ۙがۼみ、その中央に焼土が多く分するঢ়گが֬ೝできた。掘り下
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第２図　下津原鹿島古墳群全体図
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第１ষ　調査のܦҢ

げは、ഉ出される土の分量こそ少ないものの、が多量にࠞじっており、木根のআ去もؚめて、ݩの҆全

対ࡦを考ྀし、加͑てίϩナ対ࡦも取りながらの作業であるため、ؒ࣌がかかった。加͑て６月のകӍ࣌に

はにわかӍが多く、࣌にはཕӍ、߽Ӎに見われ、作業を中அͤ͟るを得ないことも多かった。５号墳では

古代の６、נ号墳で内ࣖು、ಃ࣓器、古મが出土し、古墳としては༧ظしていなかった遺物の発見がଓいた。

面、古墳࣌代の遺構、遺物の発見は見られͣ、古墳としてのೝ定がしくなってきた。４号墳は、７月 20

日から掘り下げを։始した。墳ٰには༧以上に石が多く、中には石֞ঢ়に積み上げられたঢ়گが֬ೝでき

る部分があり、෪石や積石とஅした。しかし、それͧれの石がங࣌のままのঢ়گか่落したঢ়گかの

அがしい部分が多かった。墳ٰ上のを࿐出さͤてから、北ଆ周ߔの෴土や南ଆ斜面の෴土を掘り下げた。

墳ٰ上のを࿐出さͤると、ఱ井石とఱ井がؕしたԣ݀式石室のଆนが֬ೝできた。ԣ݀式石室のఱ井石

は一ຕのみங࣌の位置に残っており、それが載るԞนとଆนがఱ井まで残存していた。ଞのఱ井石はطに

ࣦわれており、石室内に่落していたଆนの石材もかなりのॏ量であったがਏうじて人力で撤去することが

できた。それらの่落した石材を取り上げて、石室のن、形ঢ়をѲした。４号墳下にۙする１号炭

焼窯跡は、ٸ斜面であるため４号墳の調査と並行するとݥةであるため、４号墳墳ٰの掘り下げがあるఔ度

ऴྃした 10月 21 日に掘り下げを։始した。11月 12 日、古墳としての֬ূが得られないまま、６号墳は墳

ٰঢ়高まりのஅちׂり調査にೖった。その݁果、埋主体が֬ೝできͣ、古墳࣌代の遺物も皆ແであったた

め、炭焼き窯のલఉ部とஅし、６号炭焼窯跡とݺ称することにした。５号墳も墳ٰঢ়の高まりを掘り下げた。

高まりは大小ので構成され、埋施設、古墳࣌代の遺物は֬ೝできなかったものの、平҆࣌代の土ࢣ器伫

が出土したので、５号積石遺構とݺ称を変ߋすることにした。

　以上の成果をもとに、11月 2� 日（土）に現地આ明会を行った。ڧ෩ではあったが好ఱにܙまれ、111 人

の見学者が๚れた。

　12月２日、石室内を΄΅掘り上げた後、４号墳石室のఱ井石をॏ機で撤去し、石室のཪࠐめのやଆนを

解体しながら、墳ٰ盛土を古墳ங࣌の地表面まで掘り下げた。12月 20 日、５号墳の墳ٰঢ়の高まりを

全に撤去したが、埋施設、古墳࣌代の遺物は֬ೝできなかった。12月 28 日事務所、器材を撤ऩし、現地

を撤ऩした。

　先ड़したように、５号墳と６号墳は古墳ではなく、積石遺構、炭焼窯跡であることが分かり、古墳のよう

な内部主体が存在しないため、調査の分量が大෯にݮ少した。そのため、༧ࢉのֹݮをするため、12月６日

けで、公益財団法人とちぎ未来づくり財団理事長から栃木県教育委員会文化財課課長に下津原鹿島古墳群

発掘調査の委託ܖの変ߋをґཔした。これを受けて財団理事長から文化財課課長に同日変ܖߋ書をక݁

した。

　令和４年度は５月 23 日けで、文化財課課長から財団理事長に見積ґཔがあり、６月１日に業務委託ܖ

をక݁した。業務は整理作業を行い、発掘調査݁果を報告書としてץ行することにした。整理作業は、遺

物の水ચ、注記、復ݩ、実測、遺構図面の修正、編集、遺構・遺物図面のデδタルτϨースを行った。鉄製

品・銅製品は X線撮影を行い、Ԡٸ的なॲ理を行った。これらの成果を基に報告書原ߘの執筆、編集を行い、

令和５年２月 28 日に報告書をץ行した。遺物、図面、写真等のデータはӾཡ、活用できるように、整理し、

ऩ蔵ݿ、記録保管ݿにऩೲした。これによって新青少年教育施設整備運営事業に伴う発掘調査は全にऴྃ

した。
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第２ষ　遺跡の周辺

第１અ　周辺の地形（第３・４図）
　下津原鹿島古墳群は、栃木県栃木市ؠसொ下津原に所在する。栃木市Ҭの中では西部に位置する。

　栃木県は関東地方の北部に位置し、北は福島、東はἚ、南は࡛ۄ、西は群അの各県にしている。下津

原鹿島古墳群が所在する栃木県栃木市はその中でも南西に位置するが、平成 20年代の߹ซにより、南北に

長い市Ҭと大きく変した。西は佐野市、東は小山市にし、南は渡ྑ瀬川・༡水をڬΜで群അ県板

ொ、࡛ۄ県加須市にしている。その市Ҭは、北はඌ山地、東はࢥ川地がめる。ࢥ川地をྲྀれるࢥ

川、川は南辺をྲྀれる渡ྑ瀬川に߹ྲྀする。同様に、西ଆにする利市のା川、佐野市のض川、ळ山川、

三杉川も渡ྑ瀬川に߹ྲྀしている。川はӬ野川が߹ྲྀし、ळ山川は現在渡ྑ瀬川に߹ྲྀしているが

以લは三杉川に߹ྲྀしていた。

　三毳山は標高 229Nで、基൫はνϟーτのい山であるが、北からԆびるඌ山地の南に位置するため、

ԕ方からでも目立つ存在である。西ଆを三杉川、東ଆを࿇Ֆ川にըされる。

　三毳山西ଆでは、三杉川（چӽ名প）の西ଆには佐野地が広がる。平ୱな面が広いためか市֗地化がਐ

Μでいる。三杉川は栃木市小野ޱொをݯとし、ؠसொ小野ࣉを南ྲྀし、三毳山西をܦて渡ྑ瀬川に߹ྲྀす

る一ڃՏ川である。その下ྲྀには、ׯによって現在はࣦわれたが、かつてӽ名পが存在しており、江࣌ށ

代にはӽ名Տ؛が存在し、江ށと水運でܨがっていた。三毳山西と三杉川のؒには、ϩームを載ͤた

地が存在するが、その地は三毳山西から三杉川にかって։析する小谷によって分ׂされている。その

地の地࣭は、黒އ遺跡の地中央ۙではϩームで、҉色ଳやཻがᷮかに֬ೝできるఔ度のඍ量の鹿প

ܰ石が存在し、地の下部では೪土が࿐出している。黒އલ遺跡は、そのような೪土上に存在するଯ積

土の中に形成されている。

　三毳山東ଆでは、このような西ଆの様૬とはҟなる。三毳山東には藤Ԭ地がଓする。その中には一

とし、藤Ԭொの藤Ԭ大橋ۙくで渡ྑ瀬川に߹ྲྀするまでऄݯसொをؠ、ધ山北東部ؠՏ川の࿇Ֆ川がڃ

行しながらྲྀれる。三杉川の谷（چӽ名প）΄Ͳは෯広くないものの、藤Ԭ地の中にى෬を作り出してい

るため、佐野地΄Ͳ市֗地化はਐΜでいない。下津原鹿島古墳群の存在する位置では、ϩームがଯ積して

いるが、山頂から่れてྲྀれ落ちたνϟーτの小をؚΜでいる。部分的にはのみので෴われる地区も

あり、ϩーム自体のଯ積も一次的なものか分析によらないと֬定できない。

　下津原鹿島古墳群は三毳山東ଆのٸ斜面に位置する。栃木県教育委員会がみかも山公園の中の計ը地内で

５基の高まりを֬ೝしたが、栃木市教育委員会が、それらを県ಓ 282 号線中藤Ԭ線の東ଆに所在する下津原

鹿島 1号墳と一ଓきの古墳群として位置け、下津原鹿島２ʙ６号墳としてొ録した。発掘区内の標高は、

４号墳・1号炭窯跡最高所で 5��00 ̼、最所で 4��84 ̼、33 ִ̼ؒでൺ高ࠩ 10�1� ̼、５号積石遺構最

高所で 4��10 ̼、最所で�3��93 ̼、33ִ̼ؒでൺ高ࠩ 9�1� ̼、６号炭窯跡最高所で 48��0 ̼、最所で

40�00 ̼、28ִ̼ؒでൺ高ࠩ 8��0 ̼である。
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第２ষ　遺跡の周辺

第２અ　周辺の遺跡（第４・５図、第１表）
　下津原鹿島古墳群の所在する三毳山は、栃木市と佐野市の境界に所在する。それͧれの市は、行政的には

栃木市が下都լ܊、佐野市が҆ો܊になるので、ผ々にޠられることが多いが、下津原鹿島古墳群のような

位置にある遺跡は、྆方の地区からのࢹ点で考͑るඞ要がある。

　三毳山周辺には遺跡が多分している。特に西ଆでは東北自ಈंಓ、佐野新都市։発に伴う発掘調査が

行われ、多の遺跡が発見されている。

　黒އ・西Ӝ地区では北ଆから地上にϗΫνϠ遺跡（24）、黒އલ遺跡（25）、黒އ遺跡（2�）、ϔϏ塚

遺跡（28）、ムδナ塚遺跡（29）が並Ϳ。それͧれの遺跡のؒにچӽ名পからԆびるڱい地がೖりࠐΉ。

黒އલ遺跡は地上だけではなく南ଆの地にも遺跡が所在する。地上は集落であるが地は窯跡の灰原

のに૬当するแؚとஅできる。三毳山ଆには（20）、北山（21）、ொ谷（15）、東山（22）、

ീ഼（19）、�立山（2�）といった須ܙ器やנの窯跡がີ集する。以下、࣌代にԊって記ड़する。

　下津原鹿島古墳群ではچ石器࣌代の遺物は発見されていないが、栃木市山遺跡では、νϟーτが基൫と

なる山頂で縄文࣌代の石材࠾掘遺跡が発見されており、چ石器࣌代にḪるՄ性も指ఠされている。その立地、

地࣭は三毳山に類ࣅしていることから、三毳山も石器石材の産地であるՄ性がある。ただۙྡのچ石器࣌

代の遺跡は、西根 ** 遺跡（６）、上林遺跡（32）のような地上のϩーム中に存在する。

　縄文࣌代ૣظでは黒އ遺跡で೨ࢳ文系、線文系、ࠟ文系土器が主体的にみられる。特に線文系土

器とࠟ文系土器に位置けられる、「出ྲྀ原式」とݺ称されているಠ自の文様構成を࣋つ土器（阿部�1999）

が多発見されている。線文系・ࠟ文系土器は下津原鹿島古墳群でも見られることから、三毳山が分

第１ද　下津原鹿島古墳群पลͷҨ
൪߸ Ҩ໊ ൪߸ Ҩ໊ ൪߸ Ҩ໊ ൪߸ Ҩ໊
� Լࣛݪౡݹ܈ �� ϔϏ௩Ҩ �� ଂݹ �� ࣛౡਆࣾҨ
� େࣉ࣊ �� Ϝδφ௩Ҩ �� යপѪౠ௩ݹ �� Ҩేޒ
� େࣳݪ༼ �� खݹ �� ౡ௩ݹ �� ܈ݹϲౡۂ
� ੴेڮೋॴཷ༼ �� ΰϩϊϛϠҨ �� ্ݹ܈ �� ຊڷᶘҨ
� ऐޫ༼ �� ্ྛҨ �� খՙాݹ܈ �� ٶਆࣾ౦Ҩ
� ࠜᶘҨ �� ܈ݹੴݘ �� ງݹ܈ �� ࣛౡਆࣾೆҨ
� ௨༼ࡾ �� ΤάϩҨ �� ࣣնΓݹ܈ �� ݹ௩ࢁۚ
� ্Ԭࡾ୩ݹ܈ �� Ҩࠜٱ �� தࢁʢকྶਆʣݹ �� ϲౡ৽ా౦Ҩۂ
� ܈ݹ୩खࡾ �� দࢁҨ �� ϚΨΩ̍߸ �� ཕిલҨ
�� ʢԾশʣ܈ݹߐݹ �� ݹࣉئ �� ยԬݹࢁ܈ �� খҨ
�� ෬৽ொҨݘ �� Ҩ౻ޙ �� നؠݹ܈ �� ϊཪҨ
�� ถݹࢁ �� ܈ݹπ௩ࣣ౻ޙ �� ന̓ؠ߸ �� ਓҨ
�� ถࢁ౦ݹ �� ഼ுݹ܈ɾ഼ு༼ �� ӓ̍ࢁ߸ �� ͓ͱ͔ݹ
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�� ݹ௩ߕ �� ࿇Ֆݹ �� ԐᔹҨ �� લҨݪ
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�� ീ഼༼ �� ക௩ݹ �� ᶘҨڮݹ ��� ԕݪҨ
�� ༼ �� দ௩ݹ �� ᶙҨڮݹ ��� தࠜീ഼Ҩ
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�� ༽ࢁཱ �� ຑѪౠ௩ݹ܈ �� ௩Ҩ
�� Ҩއࠇ �� େਿݹࢁ �� ӋࠜҨ
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の境界となっていないことが定される。

　લظでは栃木県Ҭにおいて栃木市篠山塚、野木ொ野渡塚なͲの関東地方最Ԟ部の塚形成がみられる。

佐野市でもچӽ名পԊ؛でかつて塚が存在したՄ性があることがհされている（澤・ࡉ谷�2015）が、

における集落ظ跡が発見されており、લډ遺跡をはじめ、黒式を出土する୦݀ॅއでは黒؛ӽ名পԊچ

形成が指ఠされている。黒އ遺跡ではॾү̲式、ු島・ڵ津式のようなଞ地Ҭに主体的に分する土器が

出土しており、石器でもϲౝ、和田産黒༵石の石᭲やࡅย、南東北産の࣭ܔทؠ製石が出土しており、

ଞ地Ҭとの活発なަྲྀが定できる。

　中ظ以߱の集落はۙྡでは佐野市അ南遺跡、栃木市後藤遺跡（38）、中根ീ഼遺跡（101）、藤Ԭ神社遺

跡がある。後藤遺跡は三毳山南に位置し、土ۮ等が多発見されており、中根ീ഼遺跡は環ঢ়盛土遺構と

考͑られ、いͣれも後൩ظのڌ点的集落であったことが定される。લظまでの多の土器を出土する黒އ

遺跡は中ظ以߱の֬実な遺構は存在ͤͣ、遺物も少なくなる。

　生࣌代では、栃木県Ҭは佐野市出ྲྀ原遺跡、佐野市上ઋ遺跡、栃木市ށ木内遺跡のように中ظの࠶

ุ群が目立つ。これらの遺跡ではށ木内遺跡で石܃が多量に出土しているものの、山ؒ部に立地し、生産Ҭ

や集落との関係が不明である。後ظには栃木県中央Ҭにはೋݢ式土器が主体的に分し、利・佐野市Ҭ

では群അ県ҬのḺ式、࡛ۄ県Ҭの٢ケ谷・井ށ式がྲྀೖする。後ظの墳ุは栃木県Ҭでは明֬ではないが、

栃木市大塚古墳群内遺跡では 13基の土が発見され、そのうちの一つからは人面土器の಄部が出土している

ことから、土ุであったと考͑られる。このような墳ุ形ଶは古墳とܨがらͣ、古墳࣌代には、古墳

がಥ然出現する。古墳からは֎来系の土器の出土が多く、栃木県Ҭでは古墳の出現が֎発的要Ҽが大きいこ

とが定できる。

　栃木県Ҭ南西部では利市、佐野市、栃木市のそれͧれの地Ҭで渡ྑ瀬川߹ྲྀするՏ川にԊうようにங

される。山Ԧࣉ大ຟ塚古墳（第４図）は藤Ԭ地東ԑ下をྲྀれる川の地に位置する、9�̼のલ方

後方墳である。後方部墳頂の೪土ᒛから銅ڸ、銅᭲、ۄ類、鉄製武器、武۩、農工۩が出土している。

　ӽ名প（三杉川）Ԋ؛では松山古墳（3�）がલ方後方墳、かなりۙしているがळ山川に面するഅ愛ౠ

塚古墳（第４図）がલ方後ԁ墳を࠾用する。લظにલ方後方墳が主体的にஙされる栃木県Ҭにおいて、લ

方後ԁ墳は栃木県Ҭではଞに利市小曽根ઙؒ山古墳がڍげられ、佐野市ಓ場塚古墳もそのՄ性があり、

栃木県南西部に集中する。ྡする群അ県ଠ田市場ༀࢣ塚古墳もલ方後ԁ墳で、લ方後ԁ墳とલ方後方墳

の分の境界であると言͑る。松山古墳やഅ愛ౠ塚古墳の周ғには方墳が群集している。栃木県Ҭでは

生࣌代の方形周ุߔは発見されていないので、方形の墳ุはすて古墳と考͑られる。集落は、ӽ名প西؛

の松山古墳の北ଆにあるΤάϩ遺跡（34）で୦݀ॅډ跡�4ݢ��が発見されており、大集落が形成されていた

と考͑られる。

　ӽ名প東؛の黒އ遺跡では墳ุが方墳のみで構成されており、લظの୦݀ॅډ跡はᷮか とඇৗに少ݢ3

なく、対؛との૬ҧがある。黒އલ遺跡でも遺構の発見こそなかったものの、લظの土ࢣ器が発見されており、

ӽ名প西؛΄Ͳ大نではないものの、集落の存在が༧される。

　藤Ԭ地では古墳࣌代લظの୦݀ॅډ跡はӋ根遺跡（81）では22ݢ、ഢ遺跡では７ݢが発見されている。

　中ظは日本ྻ島内で古墳が最大化するが、栃木県Ҭ全体で大ܕ古墳のஙが一部をআいて目立たなくなる。

栃木市Ҭでも同様であるが、佐野市ീ഼山古墳では甲が副されており、藤Ԭொ長島塚古墳（5�）、ؠसொ

小野根古墳群（�9）でも甲ႀの出土が͑られる。それらはϠϚτԦݖをհしたೖखが定される。藤Ԭ

ொຑ愛ౠ塚１・２号墳で（53）はೋ次調整に #छԣハケを施した５世ل後のྠが出土している。一方、
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中ظの集落は栃木県Ҭでは多く、ؠसொӋ根遺跡では 43݅、ഢ遺跡では２ݢ、黒އ遺跡では のݢ22

୦݀ॅډ跡が発見されている。

　後ظになると、લ方後ԁ墳が࠶びஙされ、小ܕのԁ墳から成る群集墳も多ஙされる。ただ各地Ҭの

古墳の様૬は多様である。小山市・下野市・ਗ生ொにかけてのࢥ川と田川にڬまれた地上では大ܕલ方後

ԁ墳が多ஙされ、利市Ҭでもৗ見古墳群や小曽根古墳群で大ܕલ方後ԁ墳がஙされる。これらにڬ

まれた佐野市からؠچसொにかけての地Ҭでは、大ܕલ方後ԁ墳が֬ೝできない。このظ࣌のྠを࣋つ地

Ҭを代表する大ܕ古墳としては、چ大平ொࣣ㕩りڸ塚古墳 सொ甲塚古墳ؠچ、（�1）30̼ �8�1 ̼（1�）、佐

野市十ೋఱ塚古墳 45 ̼、中山 8号墳 3� ̼、ถ山古墳全長 4� ܘ̼ 35�4 ̼（12）がڍげられるが、ܘ�

30N�以上のԁ墳やり出しきԁ墳であり、લ方後ԁ形を࠾らない。佐野市Ҭの後ظલ方後ԁ墳はムδナ塚

古墳群（29）に見られるのみであり、それも 30 ̼代で、લ方後ԁ墳としては中ܕ墳である。しかし中山 8

号墳、ถ山古墳のྠは大ܕで、ਗ生ொӓ山古墳とそれにྡする大ܕԁ墳の富士山古墳、栃木県最大

の࠺ޗ古墳で見られるྠとḮ色ない。これらの地Ҭから少しれると、やや大きいલ方後ԁ墳が見られる。

大平ொオτΧ塚古墳（�0）はྠを有する 54�4 ̼のલ方後ԁ墳である。大平ொഢ 1号墳は現存長 48̼復

長ݩ �0̼のྠを有するલ方後ԁ墳で、Ԟน෯ 1�8 ̼Ԟน高 1�8 ̼原室長 5�0 ̼のԣ݀式石室、ףの出土が

特筆される。

　下津原鹿島古墳群に最もۙい大ܕԁ墳である甲塚古墳は、基ஃ墳形で田川・ࢥ川ྲྀҬと類ࣅした墳形であ

るが、出土したషけޱԑのྠから、山ΰルフ場ྠ窯跡からのڅڙ、群അ県のྠ生産技術との関

࿈が定される。甲塚古墳のྡに位置する駒塚古墳（1�）はܘ 54̼のԁ墳で全長 �N以上、Ԟ෯ 1�1 ̼の、

ԣ݀式石室を内部主体とする。石室内からは鉄、鉄᭲、അ۩が出土している。അܕ用したແକस石をؠ

۩の年代は �世لॳ಄からલ葉に位置けられる（内山 201�）。周ߔ等から須ܙ器伫が出土しているがྠ

は֬ೝされていない。須ܙ器の中には焼きのものがあり、同様の須ܙ器はਗ生ڇ塚古墳、黒އલ遺跡、黒

古墳群އ 4Z�19・52� からも出土している。これらの年代は７世لॳ಄と考͑られる。ྠの存在が֬ೝ

されていないこともྠফ໓લ後のஈ֊であることを定さͤる。

　これらにଓく、ऴظ古墳は不明֬であるが、佐野市大ᐩ塚古墳が一辺�3��3 ̼の方墳でऴظのՄ性が

ある。

　ԣ݀式石室の出現は、�世لલ葉から中葉にかけて、چ大平ொ中山古墳（�2）、ؠچसொ小野根 4号墳（�9）

でยକܕの石室がみられる。ただ同ظ࣌には、ࣣ㕩りڸ塚古墳（�1）はस形木、ϔϏ塚 1号墳（28）は೪

土を用した土が࠾用されており、ԣ݀式石室の࠾用はࢄ発的である。ԣ݀式石室が普及するのは �世ل

中葉以߱で、ແକܕ、྆କܕの石室が群集墳の主体部に࠾用され、ඌ山地南でも盛Μにஙされるよう

になる。

　ඌ山地南に૬当する地Ҭでは、利市菅田古墳群、佐野市࢛十ീ塚古墳群、佐野市黒އ古墳群でෳ

のԣ݀式石室を調査しているが、ؠچसொでは少ない。下津原鹿島古墳群に最もۙい群集墳はݘ石古墳群

（33）である。ݘ石古墳群は下津原鹿島古墳群の南 �00 ̼に位置し、６基の古墳が֬ೝされており、ԣ݀式

石室の石材が֬ೝされているものもある。三毳山南には下津原鹿島古墳群の南 2800ʙ 2900 ̼に位置す

る後藤ࣣツ塚古墳群（39）、഼ு古墳群（40）がある。ࣣツ塚古墳群では銅۴、ԁ಄ฑ಄、鉄製環ঢ়ڸ板

。が出土しているۻ

　集落遺跡は、ӽ名পԊ؛の黒އ遺跡、ΰϩノϛϠ遺跡（31）、ळ山川西؛の佐野市人ؙ神社遺跡、�塚

遺跡では多の୦݀ॅډ跡が作られ、集落形成が盛Μであることが分かる。ؠसொӋ根遺跡、ഢ遺跡も
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લظ࣌から集落がܧଓし、藤Ԭொຑ۽野遺跡（103）ではલ中ظ、藤Ԭொ大લ社ޱ南遺跡（104）では中後

。に渡って集落が形成される様૬がӐ͑るظ跡が発見されており、長ډの୦݀ॅظ

　澤山ΰルフ場ྠ窯跡（第４図）では、ྠ生産が行われている。そこからۙڑにあるݘ෬新ொ遺跡（11）

では୦݀ॅډ跡から人形土製品が出土している。県内ではر少な出土例であり、੩Ԭ県やઍ葉県に出土例が

多く、関西の出土例との類ࣅが指ఠされている。ྠや須ܙ器生産導ೖとの関࿈を考͑るඞ要がある。須ܙ

器も利市Ԭ、അࡔ、渡ށ、佐野市黒އલ遺跡で窯や灰原が発見され、須ܙ器生産が行われていたࠟ跡を֬

ೝしている。澤山ΰルフ場ྠ窯跡のྠは、ਗ生ொナナγ塚古墳の武人ྠがその所産と考͑られてい

ることから、ൺֱ的広Ҭ的にྲྀ通していると考͑られる。લ方後ԁ墳をஙしない地Ҭでの窯業生産の導ೖ

には、中ظにおける武۩の様૬と同様、地Ҭの大ट長をհさない、ϠϚτԦݖとのԿらかのަྲྀが定される。

　ಸྑ・平҆࣌代には、栃木県Ҭは下野ࠃ、佐野市Ҭは҆ો܊、栃木市Ҭは都լ܊にଐするとされ、三毳山

が܊の境界であると考͑られている。古代のಓである東山ಓは群അ県Ҭから利・佐野市Ҭにかけて東西

にԆび、栃木市Ҭで北東にきを変͑て北上すると考͑られている。

ᦰ܊ӺՈ、एしくは҆ો（三毳）יの出土、基ஃ建物の存在から、東山ಓの三נसொԬ遺跡（18）はؠ　

にਪ定されている。古代の東山ಓは、三毳山上に三毳関跡のঝのある地区があるものの、ӽ名পを北ଆに

ᷖճするようにこの地区を通っていたと考͑られている。

集されており、建が古代にḪることが指ఠされている。下津原࠾がנでは古代の（２）ࣉ࣊सொ大ؠچ　

鹿島古墳群の北 400Nに位置する高平ࣉも֮࣊大ࢣԁ仁のઆ等があり、教関࿈のঝが多い。

　三毳山の周辺は三毳山窯跡群とݺ称される窯業地ଳで、ࠃ分ࣉにנ、須ܙ器をڅڙする窯として機し

ている。三毳山西では、北山、ീ഼、東山（黒އ窯ʁ）、、ொ谷、立山の各窯跡が、南には഼ு窯跡

（40）がある。三毳山東では下津原窯跡（10�）がある。三毳山の南東では平҆࣌代に藤Ԭொ大લ製鉄遺跡

群（105）があり、窯業だけではなく、鉄生産も行っていたことが分かる。行政୯位となる܊がҧっても、窯

跡は྆܊にまたがっており、生産ྲྀ通的にはܨがりがڧいと見ることができる。

　集落遺跡は、黒އ遺跡では平҆࣌代の集落が֬ೝされている。ϗΫνϠ遺跡（24）ではಸྑ・平҆࣌代

の୦݀ॅډ跡が֬ೝされている。ಸྑ三彩の出土が見られ、窯業との関࿈がӐ͑る。古橋ᶗ・ᶘ遺跡（�2・

�3）は 8世ل後葉から９世ل後葉にかけての୦݀ॅډ跡 器は三毳ܙと共に発見された。須ށや井ߔがݢ18

産が多いが、ଠ田、ൺ企、ৗ産も少量࣋ちࠐまれている。このように、ಸྑ࣌代以߱はࠃچ（現在の県）

Ҭをӽ͑た生産物のྲྀ通が見られるようになる。

　中世には、栃木県Ҭではಹ須、Ӊ都ٶ、小山ࢯといったחນの御Ո人が活༂する。三毳山西の佐野

市Ҭでは佐野ࢯが活༂する。佐野ࢯはઓ࣌ࠃ代にはڵࣉや澤山を根ڌ地に皆川ࢯと૪い、上杉ࢯ、

北ࢯ�と対ቂしている。三毳山東の栃木市Ҭでは小山ࢯの一である皆川ࢯが活༂する。皆川ࢯはઓ࣌ࠃ

代には皆川を根ڌ地に佐野ࢯ、Ӊ都ࢯٶ、ਗ生ࢯと૪い、北ࢯ、豊ਉࢯ、ಙ川ࢯ�にਉैして຺໋を保っ

ていた。�

　栃木県南西部では中世墳ุが多発見されている。特的なのは古墳の上や周辺に群集さͤることで�ある。

利市利公園古墳群では古墳の墳ٰ上に五ྠౝが多並られており、࢛十ീ塚古墳群では�石室内から蔵

されているとॏෳするように掘ߔ遺跡でもุᆮのうちのいくつかは古墳の周އ器が出土している。黒ࠎ

ঢ়گがӐわれる。墳ٰは平されているので不明であるが、周ߔは当࣌埋して�いたと考͑られるので、古

墳の墳ٰを意ࣝして掘されたと考͑られる。ϔϏ塚遺跡、久根遺跡（35）でも多の土ᆮุ群が発見

されている。これらの中世墳ุはいͣれもࣉӃに伴うものではないため、�文ݙやঝが残っておらͣ、そのඃ
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者は、現在のとこΖ明らかではない。黒އ遺跡と谷をڬΜだ�北ଆにはༀࢣಊがあり、そこには現在まで

ଓくุ地がある。そのุ地の中には板ൾの破ยが֬ೝでき、そのॳݯは年代的位置的に黒އ遺跡と関࿈す

ると定できる。佐野市ଆから見ると、東ଆにあたる三毳山は、東の൴方にある、ༀࢣ来がॅΉとされる

東方ྤཨ光ড়土をしているため、ༀࢣಊが建てられたと考͑られ、三毳山をଞ界、すなわちุҬと位置

けていたとਪ定できる。栃木市ଆから見ると、西ଆにあたる三毳山のにはԁ仁修行આのある高平ࣉが

あり、西方ָۃড়土を࿈さͤる、古代以来のफ教的空ؒとೝࣝされていたとࢥわれる。

　これらのྖҬ的、फ教的要Ҽから、三毳山を境界とする現代の意ࣝが生まれたと考͑ることもできる。

　江࣌ށ代には、લ記の中世以来の名としての地Ҭྖ主は、改қ等で΄とΜͲ当֘地Ҭから࢟をফす。農

村の中に、例ฎ֗ಓとその॓場ொがల։するܠ観が૾できる。遺跡としては、ӽ名Տ؛跡（41）がある。

東西のަྲྀは中山ಓから生した例ฎ֗ಓにҾきܧがれるが、そこに加͑て、ट都である江ށとの関係が

水運によって大きなൺॏをめるようになったと考͑られる。
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県文化ৼڵ事業団
　海老原郁雄・鈴木勝・山ノ井清人　1981「甲塚西遺跡」（駒塚古墳）『県営圃場整備地内発掘調査報告書』栃木県
埋蔵文化財調査報告書第 41集　栃木県教育委員会
　大৳ܒ・ᴡ藤和行・藤根久・ࠓ村ඒ智子（᷂ύϨオ・ϥϘ）・᷂古環境研究所　2005『藤本観Ի山古墳発掘調
査報告書ᶗ』利市埋蔵文化財調査報告第 52集　利市教育委員会
　大川清　19��「山ΰルフ場窯跡」『下野の古代窯業遺跡』栃木県埋蔵文化財調査報告第 18集　栃木県教育委
員会（大川清　19�3『栃木県佐野市҆ો山古代窯業遺跡』窯業史研究所）
　ଠ田Յ広・中村享史　201�『黒އ・黒އલ遺跡』佐野市埋蔵文化財調査報告第 49集　佐野市教育委員会・（公
財）とちぎ未来づくり財団
　大橋ହ夫・木村等　198�『のٶ神社古墳・ถ山古墳』栃木県埋蔵文化財調査報告第 ��集　栃木県教育委員会
　大和久平　19�4『ࣣ㕩りڸ塚古墳』大平ொ教育委員会
　ඌ島৴　1989「大લタタϥ跡群について」『栃木県考古学会ࢽ』第 11号　栃木県考古学会
　加藤ོ昭�19�2「黒އ窯跡」『東北ॎ؏自ಈंಓ埋蔵文化財発掘調査報告書』栃木県埋蔵文化財報告書第 5集　日
本ಓ࿏公団東ࢧژ社・栃木県教育委員会
　ُ田幸久　2001『大塚古墳群内遺跡・塚原遺跡』栃木県埋蔵文化財調査報告第 244 集　栃木県教育委員会・（財）
とちぎ生涯学習文化財団
　川原༝典・ॳ山行・藤田典夫　1984『ഢ遺跡』栃木県埋蔵文化財調査報告第 58集　栃木県教育委員会・（財）
栃木県文化ৼڵ事業団
　田๕ଞ　19�2「３．ࣣ ツ塚１号墳、４．ࣣ ツ塚２号墳」『東北ॎ؏自ಈंಓ埋蔵文化財発掘調査報告書』栃木
県埋蔵文化財調査報告第５集　栃木県教育委員会
ത　2003『ムδナ塚遺跡』佐野市埋蔵文化財調査報告書第ډ原有未・松Ӝ真༝ඒ・出܀　 2�集　佐野市教育委員
会
　߹田ܙඒ子�2012『࡚א渡ށ古窯跡・࡚א中࠺遺跡・栃本西遺跡・澤山跡』栃木県埋蔵文化財調査報告第
353 集　�栃木県教区委員会・	 財 
 とちぎ未来づくり財団
　ᅳላӃ大ላ栃木ظ大ላ栃木市内 1号墳学術調査団　201�「栃木市内 1号墳（ᅵ通ࣉ古墳）学術発掘調査概
要報告−後ԁ部の調査を中৺に−」ᅳላӃ大ላ栃木ظ大ላ（栃木県考古学会ࢽ第 3�集）
　小島༑ඒ・山ޱ明ྑ　2003『人ؙ神社ཪ遺跡』佐野市埋蔵文化財調査報告第 28集　佐野市教育委員会
夫　2001『ϔϏ塚遺跡』栃木県埋蔵文化財調査報告第߃藤ࡈ　 258 集　栃木県教育委員会・（財）とちぎ生涯学習
文化財団
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　篠原ܙߒ・藤田典夫　2011『田島࣋स遺跡』栃木県埋蔵文化財調査報告第 339 集　栃木県教育委員会・（財）と
ちぎ生涯学習文化財団
　ਐ藤හ雄・村田ࠫ৫　2012『菅田古墳群』栃木県埋蔵文化財調査報告第 351 集　栃木県教育委員会・（財）とち
ぎ未来づくり財団
　鈴木ହߒ・塚本ࢣ・ؠᔹ一夫　199�『ӽ名西遺跡・ӽ名Տ؛跡』栃木県埋蔵文化財調査報告第 1�4 集　栃木
県教育委員会・（財）栃木県文化ৼڵ事業団
　杉原հ　1981『栃木県出ྲྀ原における生࣌代の࠶ุ群』明࣏大学文学部研究報告考古学第ീ
澤清ീ・山ӳथ　2001『松山遺跡』栃木県埋蔵文化財調査報告第۔　 259 集　栃木県教育委員会・（財）とちぎ
生涯学習文化財団
栃木県埋蔵文化財調査報告第『久根遺跡・西久保２遺跡・中村遺跡』�澤清ീ・中島ਸ਼ึ　199۔　 204 集　栃
木県教育委員会・（財）栃木県文化ৼڵ事業団
　田ޱາت男　1990・1991・1992「わがொの東山ಓ（一）・（ೋ）・（三）」『史ஊ』会報第６・７・８号　҆ો史ஊ
会
　澤19�2　ݠ「後藤遺跡」『東北ॎ؏自ಈंಓ埋蔵文化財発掘調査報告書』栃木県埋蔵文化財調査報告第５集　
栃木県教育委員会
　澤ࡉ・ݠ谷正2015　ࡦ「古東ژ最Ԟ部縄文࣌代黒ظにおける地点塚及び遺跡の分」『澤考古』34
澤考古会�
　澤ব　2019「栃木市ؠધொ大ࣉ࣊跡最ऴのנと土器」『澤考古』38澤考古会
　田代ݾՂ　2001『古橋ᶗ・ᶘ遺跡』栃木県埋蔵文化財調査報告第 24� 集　栃木県教育委員会・（財）とちぎ生涯
学習文化財団
　ৗ川秀夫　1988『小野根古墳群４号墳』ؠसொ埋蔵文化財調査報告書第２集　ؠसொ教育委員会
　津野仁　2003「40　大લ製鉄遺跡群」『藤Ԭொ史　資料編　考古』藤Ԭொ
　津野仁　2011『ऐ光窯跡』栃木県埋蔵文化財調査報告第 341 集　栃木県教育委員会・（財）とちぎ未来づくり
財団
　津野仁　2012『甲塚古墳』栃木県埋蔵文化財調査報告第 343 集　栃木県教育委員会・（財）とちぎ未来づくり財
団
　ख塚ୡ　199�・1999・2001『藤Ԭ神社遺跡（遺物編）・（遺構編）・（本文編）』栃木県埋蔵文化財調査報告第
19� 集　栃木県教育委員会・（財）栃木県文化ৼڵ事業団
　栃木県教育委員会　19��『栃木県ؠसொԬ遺跡発掘調査報告書』　栃木県教育委員会
　栃木県古墳ษڧ会　2004「中山（কྶ神）古墳調査報告」『栃木県考古学会ࢽ』第 25集　栃木県考古学会
　栃木県古墳ษڧ会　2005「中山（কྶ神）古墳調査報告２」『栃木県考古学会ࢽ』第 2�集　栃木県考古学会
　栃木県史編さΜ委員会　19�9『҆ોᷤ܊生ொ上ઋ遺跡発掘調査報告』栃木県教育委員会
　中村享史・篠原ܙߒ・山根男　2021『࢛十ീ塚古墳群』佐野市埋蔵文化財調査報告第 �0集　佐野市教育委員会・
（公財）とちぎ未来づくり財団
　中村ַ　201�「栃木県・佐野地Ҭにおける古墳࣌代後ظ集落のಈଶ−地Ҭ考古学研究のための一ࢼ−」『地
Ҭ考古学』第１号　地Ҭ考古学研究会
　山ӳथ　1995『അ南遺跡・അ愛ౠ塚古墳』栃木県埋蔵文化財調査報告第 1�5 集　栃木県教育委員会・（財）
栃木県文化ৼڵ事業団
　山ӳथ・村田ࠫ৫・ُ 田幸久　2011『࢛十ീ塚古墳群』栃木県埋蔵文化財調査報告第 340 集　栃木県教育委員会・
（財）とちぎ生涯学習文化財団
　橋本࿕・۔澤清ീ・田代ོ・山ӳथ　2001『Τάϩ遺跡』栃木県埋蔵文化財調査報告第 2�0 集　栃木県教
育委員会・（財）とちぎ生涯学習文化財団
　橋本࿕・۔澤清ീ・山ӳथ・ᴡ藤߃夫・લ大ี　2001『黒އ遺跡』栃木県埋蔵文化財調査報告第 2�1
集　栃木県教育委員会・（財）とちぎ生涯学習文化財団
　橋本࿕　2003「21　ഢ古墳群」「22　යপ古墳群」「23　ຑ愛ౠ塚古墳群」「25　ݘ石古墳群」「32　社ޱ
南遺跡」『藤Ԭொ史　資料編　考古』藤Ԭொ
　福山ढ़জ　199�『۽野遺跡』　۽野遺跡発掘調査団
　લ澤ً政・田村Ҹ・市橋一　1993『オτΧ塚古墳周ߔ調査報告書』大平ொ教育委員会
　લ澤ً政　19��『山Ԧࣉ大ຟ塚古墳』ૣҴ田大学出版部
　લ澤ً政　1955「佐野市ീ഼山古墳調査概報」『古代』第 1�号　ૣҴ田大学考古学会
　લ澤ً政・田村Ҹ・大澤৳�1989ܒ「അࡔ古窯跡群第 1次発掘調査」利市遺跡調査会編『昭和��3�年度埋蔵文
化財発掘調査年報』利市埋蔵文化財調査報告第 20集　利市教育委員会
　三関࢘ߒ・ໜ木ࠀඒ・大橋ହ夫　1999「ؠसொ下津窯跡࠾集のנと須ܙ器」『栃木県考古学会ࢽ』第 20集　栃木
県考古学会
　ໜ木ࠀඒ　1992『അ南遺跡・അ愛ౠ塚古墳』佐野市埋蔵文化財調査報告第 12集　佐野市教育委員会・൧田
土地改ྑ区
　ໜ木ࠀඒ・澤田೭・出ത೭　2009『新ொ遺跡�』佐野市埋蔵文化財調査報告書第 25集　佐野教育委員会
　山ޱ明ྑଞ　2004『ӽ名প周辺の原෩ܠ−佐野新都市関࿈遺跡の調査成果から−』佐野市郷土ത物ؗ第�43�ճ企
ըల
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第１અ　遺構に伴わない遺物

第３ষ　発見された遺構と遺物

第１અ　遺構に伴わない遺物（第６ʙ 11 図、第２ʙ４表）
。載したܝ代の遺構から出土した遺物は本અに࣌ଐする遺構が特定できないもの、ผのؼ　

ʢ１ʣೄจ࣌ʢ第６ʙ８図、第２表、図版ೋೋ・ೋ三ʣ

　土器と石器が発見された。土器は下津原鹿島 4号墳の中や周辺に多く、石器は下津原鹿島 4号墳、第 5号

積石遺構といった西دりの地区から出土した。

　土器は 85点、2120�53H を発見した。そのうち 25点、8�3�44H（うち生土器 8��59H）を図化した。下

津原鹿島 4号墳の周ߔ、墳ٰ盛土から出土しており、下津原鹿島 4号墳出土遺物の中で最も多い。

　１・15・1�・23 は線文系土器である。にͿい色または色をఄする。１はঢ়ޱԑで、ޱ৶部

にࡉい原体によるΩβϛとଠい原体によるಥを有する、田ށ下式である。23はઙく෯広の線が一ԣ

位に施されている。15・1�・23は生土器のՄ性がある。

　２ʙ 14・1�ʙ 24 はࠟ文系土器である。２ʙ７はޱԑ部である。４ʙ７はଧっており、ঢ়ޱԑのՄ

性がある。２・３はঢ়の原体によるઙいΩβϛ、４ʙ７はઙいԡѹを施す。７の֎面は縄文のՄ性がある。

８はޱԑ部ۙでਨ下ོଳとԜ線が施される。９ʙ 14・1� はᰍ部である。ஈ上にΩβϛを施す。18ʙ 22

は部、24はఈ部ۙである。24は֎面は破ଛしているが、内面にゆるいઑఈঢ়の指ナデのࠟ跡がある。

　25は生土器とஅした。ԣ位と斜位の線が施される。

　石器は、ଧ製石佁、ຏ石、ತ多面体ຏき石を図示した。これらは山体を構成するνϟーτとは明らかにҧ

った石材が多い。

参考文ݙ
　阿部ேӴ　1989「多面体をఄするᏏ石　࠶」『ఇژ史学』第 5号
　市ໟඒ津子　1992「ತ多面体ຏき石について」『古代』第 94号ૣҴ田大学考古学会

ʢ２ʣಸྑɾฏ҆࣌（第９・10 図、第３表、図版ೋ三）
　須ܙ器とנが発見された。須ܙ器は第5号積石遺構、第�号炭焼窯、נは第5号積石遺構のۙくから出土した。

いͣれもそれͧれの遺構に伴うものではないとஅした。周辺に窯跡や灰原を示す焼土、炭化物は֬ೝできͣ、

表土のにࠞじって出土しており、上方からసがり落ちたものと考͑られる。

。の所産であるظ࢛第ೋلԡ文下津原１（三関ଞ　1999）で、8世ܕはנ　

ʢ̏ʣதੈ（第９・11 図、第４表、図版ೋ三）
　ಃ器が発見された。第 5号積石遺構のۙくから出土した。
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第２અ　4�1（第１号炭焼窯跡）

第２અ　4�1（第１号炭焼窯跡）（第 12 ʙ 19 図、第５表、図版五ʙࣣ・ೋ三・ೋ࢛）
　１号炭焼窯跡は、標高 48̼から 51̼の位置に存在する。炭化室のఱ井はࣦわれているが、น面の石積み

の残存ঢ়گがྑ好な石窯である。ϩームを掘りࠐΜで作られている。

　炭化室は、平面形がପԁ形、চ面は平ୱな石がෑかれており、΄΅水平である。最Ԟ部のෑ石はԎಓの中

にまでෑかれている。炭化室主࣠は̣− 10�0 −˃̬、全長 1�8DN、最大෯ 118DN、ೖޱ෯�52DN、残存高

138DNである。น面はνϟーτのׂ石を積Μでいる。最下ஈの石は一部চのෑ石の上に載ͤられており、ෑ

石と同࣌かその後に積まれたと考͑られる。最も残りのよいՕ所では十ஈ΄Ͳ積まれている。Ԟدりではや

や石が小さくॎԣとも目地が通っているが、ೖدޱりは石が大きく、特にॎの目地があまり通っていない。

掘り方とน石のؒのཪࠐめはബく、土のみで行われ、部分的には下のน石に上のน石が載っておらͣ、土を

٧めただけのՕ所があるが、により変してߗ化している。

　Ԏಓは炭化室Ԟ中央に 1Օ所ある。Ԏಓ下෯ 4�DN、上෯ 1�ᶲ、高さ 44ᶲの不整な形の݀で、その上

にはนの石積みがஈ残る。น面のཪଆでは、চ面から 30DNまではૉ掘りのままであるが、それより上で

はԎಓน面に、炭化室のนの積石とはಠ立した、ผの石材で各น一石で方形に組み上げられる。֯度は �9˃

である。Ԏಓの中は全に埋まりきらͣ、空ಎになっていた。先ではᑣנの破ย４点（C、D、E、F）を平

らに置いて、内法 12ᶲの方形に࢛֯くғっている。そのԞには平置きにした 4点のנࢅの下位に形のנࢅ

（G）、さらにその上に分の大きさのᑣנ（B）をೋஈに立てている。ᑣנ（B）の南ଆ対面には、く焼けて

ഗのついたνϟーτの板ঢ়の石材（41
 が立っている。

　炭化室のલ面にはલఉ部がある。石積みは残っていなかったが、東ଆচ面ۙにᷮかに石ྻが残っており、

その先までが炭化室最Ԟ部のෑ石から 2��ᶲのڑにあり、それが全長と見なすことができる。高い方を

長さ 300DN�෯ 480DNの「ί」のࣈ形に掘し、南ଆに作業するための平ୱ面を作り出している。平ୱ面の

先は斜面となるが、焼土や炭化物がଯ積しており、それによって平ୱ面を֦ுしている。

　遺物は、古મ（文久Ӭሞ）１点、ᑣנ、鉄板ยが出土している。鉄板はその品目は不明であるが、厚みがあり、

ர物とࢥわれるもので、அ面三֯形のԑを࣋つもの、ゆるくۂするものがある。それとはผにബくԑをં

りฦしているものがある。古મ（文久Ӭሞ）、鉄板ยはલఉ部平ୱ面やその南ଆの斜面から、ᑣנは炭化室内、

Ԏಓ構ங材、Ԏಓ北ଆ、平ୱ面から出土している。ᑣנは෴の根全体にඞ要な΄Ͳの分量は存在ͤͣ、

Ԏಥ構ங材としてわれたと考͑られる。原位置を保っていたᑣנは、࢛֯く平置きにした４点のうち、3点（C、

D、F）は同一ݸ体（第 1� 図２）であるが、残りの 1点（E）はผݸ体（第 1� 図１）である。第 1� 図２の

Ԏಓ構ங材はલఉ部平ୱ面から出土したᑣנと߹した。第 1�図１のנはԎಓ内で出土したผの破ยと߹

している。Ԟଆにೋஈ立てられたうちの上のנ（B、第 18図４）は、લఉ部で出土した破ยと߹している。

上のנ（B、第 18図４）はタールが厚くணしており、上部がׂれたঢ়ଶでૢ業していたと考͑られるが、

もともとは形のנೋஈでԎಓ先としていたՄ性もある。窯本体かられて出土した第1�図３のנࢅは、

Ԏಓを構成する第 18図４・５の 2点とはผݸ体であり、ଞに図示したݸ体に߹しないנ（����58H）も存

在するので、残存していたೋஈより上に立て積みされていたՄ性がある。
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第３ষ　発見された遺構と遺物

第３અ　4Z�4（下津原鹿島４号墳）（第 12・20 ʙ 25 図、第６表、図版ീʙ一・ೋ࢛・ೋ五）
　下津原鹿島４号墳は෪石が積まれた墳ٰの��8̼ܘのԁ墳である。標高52̼から5�̼の位置に存在する。

調査લは墳ٰの高まりとその北ଆのٸ斜面によってあるఔ度古墳のൣғが定できた。高まりの中央には

ఱ井石とࢥわれる大石一ຕが࿐出していた。高まりの西ଆには山ಓとࢥわれるઙいく΅みが南北にԆびてお

り、標高51̼の、南西ଆ墳ٰ下には1号炭焼き窯跡がある。墳ٰの南東ଆは標高4�̼までٸ斜面がଓく。

　古墳の周ߔは、ٸな斜地に作られたため、全周ͤͣ、標高の高い方に三日月形に掘されている。掘

はϩームを掘りࠐΜでいるが、部分的ににまで及Μでいる。墳ٰഎ面では周ߔのఈ面から古墳の現在

の墳頂までの高さが �0DN、周ߔのఈ面から֎ԑまでの高さが 120DNである。周ߔの෴土は、上（１）

は盛土や周ғの地山の่落であるが、中（２）や下（５）は黒色や҉色の土である。周ߔの

८らない、い方での石室ೖޱ部分の墳から墳ٰ頂までの高さは 2�� ̼である。墳には標高 53̼より上

の東辺と西辺に෯ 90ʙ 150DNఔの平ୱ面があるが北辺と南辺では不明ྎである。墳ٰの上の表土（২土）

のଯ積はബい。墳ٰの表面には෪石が積まれている。石材は三毳山を構成するνϟーτの֯である。東か

ら南東では残りがྑく、石֞ঢ়に２ʙ３ஈ積まれているঢ়ଶで残り、南西ଆは１ஈが残る。北ଆは残りがѱい。

墳には่落した石が大量にଯ積しており、่れていない෪石との区ผがࠔで、その量は、墳ٰの΄΅全

面を෴う΄Ͳであることから、ங当࣌は石֞のようにもっと高く見͑ていたとࢥわれる。෪石の下には盛

土が墳ٰを構成している。墳ٰ下には、古墳ங࣌の地表を構成すると考͑られる黒色土（ᶚ）が֬ೝ

できた。この土は墳ٰ֎では֬ೝできなかった。盛土はϩーム主体でがࠞじり、石室北東ଆの最も厚い

部分で 102DN、周ғの地山との区ผがࠔであるが、墳ٰ下のچ表土（ᶚ）との色調等のҧいはൺֱ的明

ྎである。

　主体部はԣ݀式石室である。南西の墳ٰのい方にかって։ޱする。主࣠は̣− 15�0 −˃̚。平面形は、

྆ଆนが線的でԞが広くೖޱがڱい、長形をඳく。平面的にݰ室とતಓの区ผはແく、ແକܕであるが、

চ面上にはᐽ石があり、それよりԞଆがݰ室と見なͤる。石室全長 4�5�DN、Ԟน下෯ 108DN、ݰ室લ෯

93DN、ݰ室長 318DN、તಓ長 1�0DN、તಓલ෯ 84DNである。นやఱ井の石材には෪石同様、νϟーτ

が用されている。ఱ井石は最Ԟの１ຕが残っている。石室主࣠方の長さ 80DN、ೖޱଆの෯ 100DN、Ԟ

นにする部分の෯ �0DN、厚さ 40DNで、上から見た平面形は上辺のややઑった形である。Ԟนと྆ଆน

にそれͧれ 20DNఔՍかっており、その部分のみଆนがఱ井部まで残存している。

　Ԟนは΄΅ਨに三ஈに積まれ、Ԟน高 145DN、Ԟน上෯ 50DN、Ԟน下෯ 108DN で、ଆนの࣋ちૹり

がڧい。石材は、最下ஈの石が෯ 104DN、Ԟ行 �0DN、高さ 50DN で石室内面から見た平面形は上辺が෯

広の長方形である。上ஈの石よりԞ行があり、平置きしている。ೋஈ目の石は෯ 100DN、Ԟ行 35DN、高さ

�0DNで石室内面から見た平面形はପԁ形にۙい長方形で、周ԑの厚みはബく、立積みと言͑る。最上ஈの石

は෯ 110DN、Ԟ行 35DN、高さ 4�DNで石室内面から見た平面形は上辺の෯がややڱい長方形である。

　྆ଆนは上にいく΄Ͳ࣋ちૹりがڧく積まれている。最下ஈの石が最も大きく、྆ଆともԞนにする石

が最大である。中ஈの石はやや小さいが、ఱ井にする石はやや大きい。石室全体が掘り方内に作られる。

Ԟนଆはϩーム上面から 100DNで最もਂく、下から三ஈ目のԞน中央ۙまでが掘り方内に積まれるが、地

形にԊうように、ೖޱଆにかってઙくなり、掘り方น面も不明ྎになるため、平面形は南ଆが։いた「ί」

のࣈ形をఄする。基ఈ面の石は掘り方ఈ面に置かれる。

　ཪࠐめは、下ஈではࡅ石ঢ়の小がわれ、掘り方のนۙにはଆนと同等の大きさの石材が内ଆから֎
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第３અ　4Z�4（下津原鹿島４号墳）

SZ-4　A-A’・B-B’
０　表土・腐植土　粘性なし、しまりなし。
１　黄褐色土　　粘性あり、しまりややあり。ロームより成る。（SZ-4墳丘、斜面の崩落土）
２　黒褐色土　　粘性あり、しまりややあり。礫（φ10～20cm）中量、小礫（φ１～５cm）中量。（SZ-4周溝内覆土）
３　暗黄褐色土　粘性あり、しまりややあり。ローム粒多量。（SZ-4周溝内・石室内覆土）
４　暗褐色土　　粘性あり、しまりややあり。ローム粒少量。（SZ-4周溝内覆土）
５　暗褐色土　　粘性あり、しまりあり。小礫（φ１～５cm）多量。（SZ-4周溝内覆土）
６　褐色土　　　粘性あり、しまりややあり。（SZ-4周溝内覆土）
７　暗黄褐色土　粘性あり、しまりややあり。礫（φ５～10cm）少量。（SZ-4周溝内覆土）
８　暗褐色土　　粘性あり、しまりややあり。（SZ-4周溝内覆土）
９　橙褐色土　　粘性非常にあり、しまりあり。（古墳の地山）
10　暗黄褐色土　粘性非常にあり、しまり非常にあり。礫（φ10～20cm）中量。（古墳ではない遺構？の覆土）
11　黄褐色土　　粘性非常にあり、しまり非常にあり。礫（φ10～20cm）少量。（斜面の崩落土）
12　黄褐色土　　粘性非常にあり、しまりあり。礫（φ10～20cm）少量。（盛土）
Ⅰ　黄褐色土　　粘性あり、しまりあり。上面に角礫（φ５～10cm）中量、ローム主体。（盛土）
Ⅱa暗黄褐色土　粘性あり、しまりあり。角礫（φ２～５cm）多量、ローム主体。（盛土）
Ⅱb黄色土　　　粘性あり、しまりあり。礫（φ５～10cm）少量。
Ⅱc黒褐色土　　粘性非常にあり、しまりあり。ローム粒中量。（盛土）
Ⅳ　黒褐色土　　粘性あり、しまりややあり。白色粒微量。（旧表土）
Ⅴa暗褐色土　　粘性あり、しまりあり。礫（φ５～10cm）少量。
Ⅴc黄色土　　　粘性非常にあり、しまり非常にあり。
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第３અ　4Z�4（下津原鹿島４号墳）

C-3

SZ-4　石室C-C’・石室D-D’
９　第 21図参照
Ⅳ　黒褐色土　　粘性あり、しまりややあり。白色粒微量。（旧表土）
Ⅴb黄褐色土　　粘性非常にあり、しまりあり。礫（φ５～10cm）少量。
Ⅴc黄色土　　　粘性非常にあり、しまり非常にあり。
Ⅶ　青灰褐色小礫　粘性なし、しまりあり（隙間多い）。砕石状の小礫（φ１～10cm）より成る。
Ⅷ　暗褐色土　　粘性あり、しまりあり。小礫（φ１～３cm）多量。（敷石）
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第３અ　4Z�4（下津原鹿島４号墳）

ଆかって෴נঢ়に٧められる。上ஈでは石や小は少なく、盛り土が多くなるが、最上ஈのԞ・ଆน

ۙには大きめの石が多く、ఱ井石とする部位には灰ന色೪土を目షりするように用している。

　চ面には、ݰ室では小がࠞじった土が掘り方ఈ面より 20DNఔ上までෑかれるが、ཪࠐめの่落土との

ҧいが不明ྎである。ݰ室とતಓの境にはᐽ石が置かれる。ややԣ長の石を中央に置き、その྆のଆนと

のؒにॎ長の石を٧めている。石のఈ面は平ୱではなく、多のを積めてݻ定している。તಓでは、下位

はᐽ石からતಓલの෪石の墳のϥインに一致する石積みまで、ݰ室と同様の土が地形にԊって֎か

ってくなるようにෑかれる。તಓでのচ面とด࠹の土の区分は不明ྎで、上位はด࠹の一部であるが多く、

伱ؒにはᷮかに土ࢣ器ยがࠞじる。

　遺物は、周ߔからは土ࢣ器のഋや伫の破ย、火ଧۚ、鉄ᕥが、石室内からは鉄᭲、鉄製子ย、鉄製ࣖ環１点、

銅製ࣖ環１点が、石室֎લ面から銅製ࣖ環１点が出土している。鉄᭲の破ยは４点であるが、ᑜඃが３点

であるので、ݸ体は３点と༧され得る。Ԟนから１N以内に集中する。ࣖ環は石室内出土の２点の出土

地点がれており、材࣭、大きさ共に૬ҧするのに対し、石室֎出土のࣖ環は石室内出土の 1点と材࣭、大

きさ共に類ࣅする。周ߔ内の土ࢣ器ഋ２点と火ଧۚは΄΅同じ地点であるが、位はഋが΄΅周ߔఈ面であ

るのに対し、火ଧۚは �0ʙ �0ᶲ上位の෴土中である。図示した土ࢣ器伫（第 25 図３・４・５）は、石室

෴土中や墳ٰというようにれた位置から出土しているが、同一ݸ体と考͑られ、ଞにも߹しない同一

われる破ยがࢥ体とݸ �15�42H ある。墳ٰ上に置かれたものが石室のؕや墳ٰ่落によって発見された出

土位置にҠಈしたとஅできる。
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第３અ　4Z�4（下津原鹿島４号墳）
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SZ-4　石室A-A’・石室 B-B’
０　表土・腐植土　粘性なし、しまりなし。
８　暗褐色土　　粘性あり、しまりややあり。（SZ-4周溝内覆土）
９　橙褐色土　　粘性非常にあり、しまりあり。（古墳の地山）
Ⅰ　黄褐色土　　粘性あり、しまりあり。上面に角礫（φ５～10cm）中量、ローム主体。（盛土）
Ⅱa暗黄褐色土　粘性あり、しまりあり。角礫（φ２～５cm）多量、ローム主体。（盛土）
Ⅱb黄色土　　　粘性あり、しまりあり。礫（φ５～10cm）少量。
Ⅲ　灰褐色土　　粘性非常にあり、しまり非常にあり。粘土より成る。（石材の目貼り）
Ⅳ　黒褐色土　　粘性あり、しまりややあり。白色粒微量。（旧表土）
Ⅴa暗褐色土　　粘性あり、しまりあり。礫（φ５～10cm）少量。
Ⅴb黄褐色土　　粘性非常にあり、しまりあり。礫（φ５～10cm）少量。
Ⅴc黄色土　　　粘性非常にあり、しまり非常にあり。
Ⅵ　暗黄褐色土　粘性非常にあり、しまりあり。礫（φ５～20cm）多量。（石室掘方埋土）
Ⅶ　青灰褐色小礫　粘性なし、しまりあり（隙間多い）。砕石状の小礫（φ１～10cm）より成る。
Ⅷ　暗褐色土　　粘性あり、しまりあり。小礫（φ１～３cm）多量。（敷石）
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第３અ　4Z�4（下津原鹿島４号墳）
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第３ষ　発見された遺構と遺物
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第４અ　4X�5（積石遺構）

第４અ　4X�5（積石遺構）（第 2� ʙ 30 図、第７表、図版一ࣣʙ一・ೋ五）
　下津原鹿島５号積石遺構は、ܘ ��5 ̼のԁ形の高まりである。標高 42 ̼から 44 ̼の位置に存在す

る。調査લは墳ٰঢ়の高まりによってあるఔ度遺構のൣғが定できた（第 2�図）。高まりの東ଆにはわ

れなくなった山ಓとࢥわれるઙいく΅みが南北にԆびている。積石北ଆでの積石から積石頂までの高さが

25DN、い方での積石から積石頂までの高さは 2�12 ̼である。高まりは主にが積みॏなったೋ（３・

４）から成り（第 2�図）、土のめるׂ߹は小さい。上（３）のはࡉかいが、下（４）は大き

なから構成される。当ॳ下津原鹿島５号墳としていたが、周ߔは֬ೝできͣ、を取りআいたその下から

は古墳と֬定できる埋主体等が֬ೝできなかったので、積石遺構とした。４の大きなのؒから平҆࣌

代の土ࢣ器伫が出土したことから、当֘ظのものとஅした。周ғからは縄文࣌代の石器、ಸྑ・平҆࣌代

の須ܙ器、נ、中世のಃ器が出土している（第８ʙ 11図）。

1
� ��DN�ɿ�
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第４અ　4X�5（積石遺構）
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第４અ　4X�5（積石遺構）
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第４અ　4X�5（積石遺構）
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SX-5　A-A’・B-B’
０　表土・腐植土
１　暗褐色土　　　小礫（φ１～３cm）。
２　褐色ローム　　粘性非常にあり、しまりあり。礫混じり（大礫も）。
３　明褐色ローム　粘性あり、しまりあり。礫（φ10～20cm）中量。
４　明褐色ローム　粘性あり、しまりややあり。礫（φ10～20cm）中量、小礫（φ１～５cm）
　　　　　　　　　多量。（SX-5の覆土（盛土？））
５　暗褐色ローム　粘性あり、しまりあり。礫（φ10～20cm）少量、小礫（φ１～５cm）少量。
６　褐色ローム　　粘性あり、しまりあり。礫（φ10～20cm）少量、小礫（φ１～５cm）少量。

A A’
44.00m 44.00m

B B’
46.00m 46.00m

45.00m 45.00m

47.00m 47.00m

44.00m 44.00m

43.00m 43.00m

42.00m 42.00m

41.00m 41.00m

40.00m 40.00m

39.00m 39.00m

38.00m 38.00m

42.00m 42.00m

43.00m 43.00m

O

O

0 10m1：80
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第５અ　4��（第６号炭焼窯跡）

第５અ　4��（第６号炭焼窯跡）（第 31 ʙ 34 図、第８表、図版ೋʓ・ೋ一・ೋ五）
　６号炭焼窯跡は、標高 42�� ̼から 4�̼の位置に存在する。平ୱ面の山ଆの斜面には長࣠ ��� ̼、෯ ��2 ̼、

ൺ高ࠩ２̼の平面形が「ತ」ࣈঢ়の掘面がある。その中の上دりに長さ 134DN、෯ 94DN、ਂさ 10DNの

不整ପԁ形のく焼けた面が発見された。特に西ଆは焼けた面がน面ঢ়に立ち上がる。そのやや上にはܘ

20DN、ਂさ 18DNの小݀がある。周ғにนの石積みにわれたとࢥわれるがやや多くࢄするが、１号炭

焼窯跡΄Ͳではなく、炭化物のࢄも１号炭焼窯跡΄Ͳ多くない。その下には長さ 5�0N、෯ ��0Nのପԁ形

の平ୱ面があり、さらにその下方に長さ 3��N、高さ 1�4N の斜面があり、古墳の墳ٰのように見͑ていた。

そこには、埋主体は֬ೝできͣ、古墳の墳ٰに見͑た部分のには、周ߔはなく、古墳ではないとஅさ

れた。平ୱ面から下にかって、அちׂり調査をしたとこΖ、埋土には焼土がࠞじり、人ҝ的な成なのか、

地りによって自然にできた面を利用したものなのかはஅ定できないが、作業するための平ୱ面と考͑られ

る。いͣれにしても、ಈいた土のめるׂ߹は第 1号炭焼窯跡より大きい。

　遺物は古મ（Ӭ通ሞ）２点、内ࣖ土器、ಃ器が出土している。いͣれも平ୱ面北ଆから斜面にかけての

地区から出土している。߹できͣ図示しなかった内ࣖ土器はଞに 8��4�H ある。周ғからはಸྑ・平҆࣌代

の須ܙ器が出土している（第９・10図）
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第３ষ　発見された遺構と遺物

1

2

3

4

5

6 7

� ��DN�ɿ�

� �DN�ɿ�

第 �� 図　4�� ग़Ҩ࣮ଌ図

第 �ද　4�� ग़Ҩ؍ද
ᶺ छ類器छ 計測 	ᶲ ŋH
 色調 土・石࣭ 焼成 器面のঢ়ଶ 器形・整形の特 遺存ঢ়ଶ 出土ঢ়ଶ 注記 備考
1 内ࣖ土器 ޱ

ఈ
高

3��2�
35�2�
3�5

内：10:3�/3
にͿいԫᒵ
֎：2�5:3�/�
ᒵ

ന色ཻ少量、
ཻ࠭ 	 П 0�5 ʙ
1ᶱ 
 ඍ量、
黒Ӣ少量

ྑ好 内֎面ഗண ԑ部内֎面Ϥίナޱ
デ　ఈ部֎面࠭目

ԑʙఈޱ
部 1/�Ҩ
ଘ

લఉ部ᶗ
上面か
ら 4ʙ
12ᶲුき

4�� ᶺ 10・
4�� ᶺ 11・
4�� ᶺ 14

123�90H

2 内ࣖ土器 ޱ
ఈ
高

34�5�
32�1�
4�5

内֎：
10:3�/4
にͿいԫᒵ

ന色ཻ少量、
黒Ӣ少量

ྑ好 内֎面ഗண ԑ部内֎面Ϥίナޱ
デ　ఈ部֎面࠭目

ԑʙఈޱ
部 1/4Ҩ
ଘ

લఉ部ݞ
֬ೝ面
上

4�� ᶺ 0�・
4�� ᶺ 1�

134��3H

3 内ࣖ土器 ޱ
ఈ
高

35�1�
33���
3�8

内֎：
��5:35/4
にͿい

ന色ཻ少量、
色ཻ少量、
黒Ӣ少量

ྑ好 内面・ޱԑ部
֎面ഗண
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ଘ
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上

4�� ᶺ 18 �2�1�H
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ఈ
高

31���
31�0�
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内：10:3�/3
にͿいԫᒵ
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ന色ཻ少量、
色ཻ少量、
黒Ӣඍ量

ྑ好 ԑ部内֎面Ϥίナޱ
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ԑʙఈޱ
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ଘ

લఉ部ᶗ
上面か
ら �ᶲු
き

4�� ᶺ 13 �3�88H
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ᗎಙ利


高

��8�
9�4�

֎ᬵ：��5:5/3
灰オリーϒ
内ᬵ：2�5:�/4
ઙԫ
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ઙԫᒵ

黒色ཻඍ量 ྑ好 内֎面灰ᬵ ᰍ部一部
存

લఉ部ݞ
֬ೝ面
上、3ʙ
5ᶲුき

4�� ᶺ 01・
4�� ᶺ 02・
4�� ᶺ 03・
4�� ᶺ 04・
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4�� ᶺ 09

�2�50H

� 銅器
મ

長
෯
厚
ॏ

2�3
2�3
0�1
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Ӭ通ሞ
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ೝ面から
3ᶲුき

4�� ᶺ 12
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મ
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ॏ
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第５અ　4��（第６号炭焼窯跡）
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第５અ　4��（第６号炭焼窯跡）

31-1

31-4
31-7

31-6 31-2

31-5 31-3

31-5

31-2
31-3

0
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

木の切株

Ⅳb ⅣaⅣc Ⅳb

Ⅰ
Ⅱ
Ⅲ

0

Ⅳb
Ⅳd

0

Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅲ

Ⅰb

S

0 Ⅳb

Ⅳa

Ⅰ

この辺焼土
↓

Ⅳa 1

焼土

焼土

1
2

Ⅳa
被熱

Pit

S

Ⅳa

BB’

AA’

BB’

EE’

S-6　A-A’・B-B’
０　暗褐色土 　粘性ややあり、しまりあり。表土・腐植土。
Ⅰ　暗黄褐色土　粘性ややあり、しまりあり。焼土粒少量、炭粒少量、白色粒（石くず？・チャート？）少量。（人工的）
Ⅰb暗橙褐色土　粘性あり、しまりややあり。焼土粒中量、炭粒中量、白色粒（石くず？・チャート？）少量。（人工的）
Ⅱ　暗褐色土　　粘性ややあり、しまりあり。焼土粒微量、炭粒微量、白色粒（石くず？・チャート？）微量。（自然？）
Ⅲ　黒褐色土　　粘性あり、しまりあり。大礫（φ10～30cm）中量、白色粒（石くず？・チャート？）少量。（自然？）
Ⅳa黄褐色土　　粘性あり、しまりあり。ローム層。
Ⅳb黄褐色土　　粘性あり、しまりあり。ローム層。小礫少量混じる。
Ⅳc黄褐色土　　粘性あり、しまりあり。ローム層。小礫多量混じる。
Ⅳd黄褐色土　　粘性あり、しまりあり。ローム層。中礫多量混じる。

S-6　C-C’・D-D’
１　暗赤褐色土　粘性あり、しまりややあり。焼土粒中量。
２　暗褐色土　　粘性あり、しまりややあり。焼土粒少量。（Pit）
Ⅳa黄褐色土　　粘性あり、しまりあり。ローム層。

A A’
45.60m 45.60m

B B’
48.60m 48.60m

47.60m 47.60m

46.60m 46.60m

45.60m 45.60m

44.60m 44.60m

43.60m 43.60m

42.60m 42.60m

41.60m 41.60m

40.60m 40.60m

39.60m 39.60m

C C’
46.60m

D D’
47.00m 47.00m

46.00m 46.00m

45.00m 45.00m

E E’
45.70m 45.70m

46.00m 46.00m

44.60m 44.60m

43.60m 43.60m

45.00m 45.00m

46.00m 46.00m

0 10m1：80
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第４ষ　理化学分析
（株）火山灰考古学研究所

１．はじめに
　北関東地方に位置する栃木県ؠसொとその周辺には、名、、ઙؒなͲ、北関東地方とその周辺に分

する火山の΄か、中部地方や中ࠃ地方、さらにはभ地方なͲԕ方の火山から出したテフϥ（UFQISB�火

山ᷲࡅ物あるいは火ࡅ物のこと）が多く分している。とくに、後ߋظ新世以߱に߱灰したそれらの多く

については、૬や年代、さらにؠ石記載的な特がテフϥ・Χタϩά（たと͑ばொ田・新井ɼ2011）なͲ

にऩ録されており、考古遺跡でテフϥに関する調査分析を行って、年代や位が明らかな指標テフϥをݕ出

することで、遺物แؚや遺構の年代なͲに関する報が得られるようになっている。

　下津原鹿島古墳群の発掘調査においても、位や年代が不明な古墳や土がೝめられたことから、野֎調

査（地࣭調査）を実施して、土やテフϥの序記載ならびに高७度での分析ࢼ料の࠾取を行うとともに、

実ݧ室内でテフϥ分析（テフϥݕ出分析）を実施して、指標テフϥのݕ出同定を実施した。

　調査の対地点は、４号墳（ଞষ・挿図では 4Z�4）அ面墳ٰ部の西部と東部、５号墳（ଞষ・挿図では

4X�5）அ面墳ٰ部、そして４号墳அ面周ງ部の４地点で、発掘調査担当者により４号墳அ面周ງ部で࠾取さ

れたࢼ料についても分析を行った。

２．調査地点の土序
（１）４号墳அ面墳ٰ部・西部

　４号墳அ面墳ٰ部の西部では、下位より色土（厚３DN以上ɼᶚ）、灰色土（厚８DN）、ѥ֯

を少しؚΉ黒みがڧい҉灰色土（厚 12DNɼの最大ܘ 38NNɼ以上ᶘ）がೝめられ、その上位に墳

ٰ構成（ᶗ）がのる（第 35図）。墳ٰ構成は、下位より色土（厚４DN）、҉灰色土（厚６DN）、

色土（厚色土ϒϩοΫࠞじり灰 18DN）、֯に富Ή色土（厚６DN以上ɼの最大ܘ 83NN）か

らなる。

（２）４号墳அ面墳ٰ部・東部

　４号墳அ面墳ٰ部東部では、下位より色土（厚９DN以上）、ന色ૈཻ火山灰をؚΉ黒みがڧい҉灰

色土（厚 13DN）がೝめられ、その上位に墳ٰ構成がのる（第 3�図）。墳ٰ構成は、下位より色೪

࣭土（厚４DN）、色土（厚５DN以上）からなる。

（３）５号墳அ面墳ٰ部

　５号墳அ面墳ٰ部では、֯ を多くؚΉややみをおびた色土（厚 2�DN以上ɼの最大ܘ �3NNɼ５）

の上位に、֯に富Ή墳ٰ盛土（４）がのる（第 3�図）。墳ٰ盛土は灰色࣭࠭土（厚 34DNɼの最大

ܘ 513NN）である。

（４）４号墳அ面周ງ部

　４号墳அ面墳ٰ部の土のॏなりと、ࢼ料࠾取準を第 38図に示す。
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第４ষ　理化学分析

３．テフϥ分析（テフϥݕ出分析）（図版ೋ）
（１）分析ࢼ料と分析方法

　地࣭調査のࡍに࠾取されたࢼ料と発掘調査担当者により࠾取されたࢼ料のうちの 料を対に、テフϥࢼ15

ཻ子の量や特を定性的にѲするテフϥݕ出分析を行って、指標テフϥのݕ出同定を実施した。分析のख

順は次のとおりである。

。料８Hをి子ఱṝでṝ量ࢼ（１

２）Իચড়置によりట分をআ去。

૩器によりסԹ߃（３ 80ˆで߃Թס૩。　

４）実体ݦඍڸ下で観察。

（２）分析݁果

　テフϥݕ出分析の݁果を第９表に示す。いͣれのࢼ料でも、テフϥཻ子をೝめることができた。ݕ出され

たテフϥཻ子の΄とΜͲは次のように分類できる。

タイϓ̰：୶灰色の分厚い中ؒܕの火山Ψϥス。

タイϓ̱：スϙンδঢ়にྑく発๐した灰ന色のܰ石最大ܘ（2�1NN）やܰ石ܕΨϥス。

タイϓ̲：さ΄Ͳ発๐のྑくないന色のܰ石（最大ܘ 5�2NN）やスϙンδঢ়ܰ石ܕΨϥス。ݕ出準では、　　　　　

࣓鉄߭なͲ不ಁ明߭物以֎のॏ߭物（以߱ɼॏ߭物）に、斜方ً石は֯ર石が目立つ。

タイϓ ：̳ൺֱ的発๐のྑい୶灰色ܰ石（最大ܘ 2�0NN）や、୶灰色、୶色、色のスϙンδঢ়ܰ石ܕΨϥス。

。出準では、ॏ߭物として斜方ً石や୯斜ً石が目立つݕ

　このうち、タイϓ̰は、５号墳அ面墳ٰ部のࢼ料５でわͣかにೝめられた。タイϓ̱は、４号墳や５号墳

のஅ面において墳ٰ部より下位の準、また４号墳அ面の周ງ部の下部の多くのࢼ料で、タイϓ̲ととも

にೝめられた。タイϓ̲は、タイϓ̱より多くのࢼ料にؚまれている。さらに、タイϓ̳は、４号墳அ面周

ງ部のࢼ料５以上と、ࢼ料 14でൺֱ的多くೝめられた。

４．考察
（１）テフϥཻ子の༝来

　テフϥݕ出分析でೝめられたテフϥཻ子のうち、タイϓ̰は、２万年લにઙؒ火山から出したઙؒ大

第２ܰ石（"T�0L2ɼ中΄かɼ1984ɼૣ田ɼ199�ɼ2019ۼ第１ܰ石（"T�0L1）およびઙؒ大ۼ なͲ）

なͲのઙؒ大ۼܰ石群（"T�0L�(SPVQ）や、 1�5 ʙ 1��5 万年લにઙؒ火山から出したઙؒ板ඓԫ色ܰ

石（"T�:1ɼ新井ɼ19�2ɼொ田・新井ɼ2011）なͲ、ઙؒ火山ܰ石ྲྀظ（ߥɼ19�8）のテフϥに༝来す

るՄ性が高い。

　タイϓ̱のテフϥは、ܰ 石や火山Ψϥスのؠ૬から、３世ل後にઙؒ火山から出したઙ̘ؒܰ石（"T�$ɼ

。ɼ2010）と考͑られるޱࡔɼ19�8ɼ新井ɼ19�9ɼߥ

　タイϓ̲のテフϥに関しては、ܰ石や火山Ψϥスのؠ૬、さらに斜方ً石や֯ર石が共存することか

ら、６世لॳ಄に名火山から出した名ೋツַौ川テフϥ（)S�'"ɼ新井ɼ19�9ɼޱࡔɼ198�ɼૣ田ɼ

1989ɼ4PEBɼ199�ɼொ田・新井ɼ2011 なͲ）、あるいは６世ل中葉に名火山から出した名ೋツַҏ

߳保テフϥ（)S�'1ɼ新井ɼ1952ɼ19�9ɼޱࡔɼ198�ɼૣ田ɼ1989ɼ4PEBɼ199�ɼொ田・新井ɼ2011 な

Ͳ）のいͣれかと考͑られる。テフϥの分と本遺跡の位置からは、લ者の߱灰は֬実なことから、ここで



は)S�'" に༝来すると考͑ておく。

　タイϓ̳のテフϥは、ܰ石や火山Ψϥスのؠ૬から、1108（ఱ仁ݩ）年にઙؒ火山から出したઙ̗ؒテ

フϥ（"T�#ɼߥɼ19�8ɼ新井ɼ19�9ɼொ田・新井ɼ2011 なͲ）と考͑られる。

（２）古墳と指標テフϥとの位関係

　４号墳では、墳ٰ部より下位から "T�$ と )S�'" が、また周ງ෴土中に "T�$ の߱灰準（ࢼ料５）がݕ出

された。このことから、４号墳の位は、)S�'" より上位で、"T�# より下位と考͑られる。５号墳の位も、

)S�'" より上位で、墳ٰ盛土の下位で "T�# がೝめらないことから、"T�# より下位と考͑られる。

５．まとめ
出ݕसொ下津原鹿島古墳群の発掘調査区において、地࣭調査を実施するとともに、テフϥ分析（テフϥؠ　

分析）を行った。その݁果、ઙؒ火山ܰ石ྲྀظのテフϥ（２ʙ 1�5 万年લ）、ઙ̘ؒܰ石（"T�$ɼ３世ل後）、

名ೋツַौ川テフϥ（)S�'"ɼ６世لॳ಄）、ઙ̗ؒテフϥ（"T�#ɼ1108 年）なͲに༝来するテフϥཻ子を

"'�出できた。その݁果、４号墳の位は)Sݕ より上位で "T�# より下位で、５号墳も)S�'" より上位のՄ

性の高いことが明した。
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地点  試料 軽　　石 火山ガラス 重鉱物
量 色調 最大径 量 形態 色調 (不透明鉱物以外）

４号墳断面墳丘部（西部） 3 * 白 2.6mm ** pm（sp） 白，灰白 opx，am, cpx
5 * 白，灰白 2.0mm, 2.0mm ** pm（sp） 灰白，白 opx，cpx，am

４号墳断面墳丘部（東部） 3 （*） 白 2.1mm ** pm（sp） 白，灰白 opx，am, cpx
5 * 白 5.2mm ** pm（sp） 灰白，白 opx，cpx，am
7 （*） 灰白 2.1mm * pm（sp） 灰白 opx，cpx，（am）

５号墳断面墳丘部 3 * pm（sp） 白，灰白 opx，am, cpx
5 （*） md 淡灰 opx，cpx，（am）
7 （*） pm（sp） （灰）白 opx，cpx，（am）

４号墳断面周堀部 2 （*） 白 2.1mm ** pm（sp） 淡灰，淡褐，褐，白 opx，cpx，（am）
3 （*） 淡灰 2.0mm *** pm（sp） 淡灰，淡褐，褐 opx，cpx
5 （*） 白 2.0mm *** pm（sp） 淡灰，淡褐，褐，白 opx，cpx
7 * pm（sp） 白，灰白 opx，cpx，am
9 （*） pm（sp） 白，灰白 opx，cpx，am
12 （*） pm（sp） 白，灰白 opx，cpx，am
14 ** pm（sp） 淡灰，淡褐，褐，白 opx，cpx，（am）

****：とくに多い，***：多い，**：中程度，*：少ない，（*）：とくに少ない．
bw：バブル型，md：中間型，pm：軽石型，sp：スポンジ状，fb：繊維束状，sc：スコリア型．
ol：カンラン石，opx：斜方輝石，cpx：単斜輝石，am：角閃石，bi：黒雲母．重鉱物の（）：量が少ないことを示す．

第̕ද　下津原鹿島古墳群ʹ͓͚Δςϑϥݕग़ੳ݁Ռ
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第４ষ　理化学分析

図４　４号墳断面周堀部の土層柱状図
　　　●：テフラ分析試料の層位．数字：テフラ分析試料の番号．
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図１　４号墳断面墳丘部・西部の土層柱状図
　　　●：テフラ分析試料の層位．数字：テフラ分析試料の番号．
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図２　４号墳断面墳丘部・東部の土層柱状図
　　　●：テフラ分析試料の層位．数字：テフラ分析試料の番号．

図３　５号墳断面墳丘部の土層柱状図
　　　●：テフラ分析試料の層位．数字：テフラ分析試料の番号．
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図２　４号墳断面墳丘部・東部の土層柱状図
　　　●：テフラ分析試料の層位．数字：テフラ分析試料の番号．

図３　５号墳断面墳丘部の土層柱状図
　　　●：テフラ分析試料の層位．数字：テフラ分析試料の番号．
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第 �� 図　4;�� அ໘墳ٰ෦ɾ౦෦ͷபঢ়図

第 �� 図　49�� அ໘墳ٰ෦ͷபঢ়図
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第１અ　墳ٰについて

第５ষ　まとめ

第１અ　墳ٰについて（第 39・40 図）
ճの調査で古墳と明したのはࠓ　 4号墳のみで、５号積石遺構は古墳とは֬定できなかったものの、積石

による墳ٰঢ়の高まりは、自然地形ではなく、遺構と言͑る。

　下津原鹿島４号墳はٸ斜面にஙされた、いわゆる「山ͤد」の古墳である。「山ͤد」とは、斜地の高

い方を掘して、山からりして墳ٰとする古墳の作り方である。い方から見ると、Ҡಈした土量のׂ

には高く見͑ることから、֮ࢹ的ޮ果は大きい。墳ٰஙの省力化の観点からޠられることが多いが、実ࡍ

は墳ٰ自体が΄΅盛土でஙされており、地山り出しで作られた墳ٰ部分のׂ߹は小さいので、斜面での

ஙのࠔさを考ྀすると、有ޮな省力化とは言͑ない。墳ٰを盛り始めたچ地表面は地形にԊっていて

いるため、墳ٰがԣ݀式石室のఱ井石をඃ෴するためには、ԣ݀式石室のݰ室のচ面が水平に作られると

定すると、斜面のい方΄Ͳ厚く盛り上げなければならない。実ࡍの調査લの墳ٰは、લ面が่落しており、

の高さは不明であるが、෪石はஈの石積みが֬ೝされており、ۙから出土した同等の石の量からஅݩ

すると、ߋに高く積まれていたとࢥわれる。本古墳群と同様なٸ斜面に立地する古墳で調査されたものとし

ては、利市菅田古墳群がڍげられる。菅田古墳群では墳ٰの構にೋつの類ܕが見られる。一つは、墳ٰ

盛土がچ地表面に載るܕ、もう一つは斜面のい方に盛土で水平に基൫の面（墳ٰ一ஈ目）を作り、そ

の上に墳ٰ盛土（墳ٰೋஈ目）を載ͤるܕである。લ者では菅田 21・31 号墳、後者では菅田 22・23・2�・

2�・28・29・30号墳がڍげられる。24・25号墳は盛土が֬ೝできていない。21・31号墳は、ඌ根上にあり、

平地での墳ٰとあまりҧいはない。後者では盛土の基൫があるଆの墳ٰがೋஈになる。菅田古墳群ではす

て東ଆ斜面に盛土した墳ٰ一ஈ目が作られる。ただし、そのはい方にのみ存在し、周ߔは८らない。こ

れらはԣ݀式石室の位置によってࡉ分される。菅田 22・2� 号墳は地山の上にԣ݀式石室が作られ、盛土さ

れた面の上に作られない。石室の掘り方は平面形がತࣈ形である。22号墳はඌ根上に作られ、31号墳とࣅ

た立地を示すものの、斜面にഭり出してまで墳ٰを東ଆに֦ுしようとする意図がೝめられる。その下に小

ܕの୦݀系埋施設が２基存在するのは墳ٰ֦ு以֎にもԿらかの意ຯがあるՄ性がある。2�号墳は小ܕ

લ方後ԁ墳であるが、31号墳に類ࣅしたุಓঢ়のલఉ部がく。22・2�・31 号墳の３基はԣ݀式石室の։

が等高線と並行しており、石室લに盛土した平ୱ面を作らない点で共通している。それに対して、菅方ޱ

田 2�・28・29・30 号墳は石室લに作られた平ୱ面を構成する基൫の上にԣ݀式石室が作られる。ただ石室

の全部が基൫の上に作られるわけではなく、2�・29 号墳がݰ室લ、23・28 号墳がતಓ全部、30 号墳が

તಓલまで基൫の上に作られ、先は盛土された墳ٰ一ஈ目に作られる。掘り方は盛土で作られた基൫の

上ではফࣦするため、平面形がίのࣈ形で、石室の基ఈ石は掘り方ఈ面にਾ͑られていた。

　下津原鹿島 4号墳の墳ٰでは菅田古墳群のようなೋஈの墳ٰは֬ೝできͣ、石室のલ面には広い平ୱ面を

作らͣ、斜している。ただ石室લ面の斜面からࣖ環が出土しているので、特ผに広場として成しなくても、

やยけに伴うԿらかの活ಈが行われたと定できる。墳ٰの作り方は菅田 31号墳と共通するが、֎観

的には菅田 23・2�・28・29・30 号墳に類ࣅする。石室の掘り方は平面形がίのࣈ形にۙく、基ఈ石は掘り

方ఈ面にਾ͑られている点は共通する。しかし、菅田古墳群では下津原鹿島 4号墳΄Ͳ෪石の量は多く

ないものの、墳ٰ盛土にඇৗにݎ៛ながあり、それが෪石の代わりに่落をいでいたと考͑られる。墳

ٰ斜面や石室内から土ࢣ器伫破ยが出土しており、墳ٰ上に置かれていたものが่落と共にҠಈしたものと

。の一۱から２点がまとまって出土しており、その場に置かれたものと考͑られるߔ器ഋは周ࢣわれる。土ࢥ
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෪石は墳ٰ表面にషりけたり、積み上げたりしている。群അ県や長野県のような、墳ٰ内ྻ石は見られない。

　墳ٰنは、෪石部分のܘは８Nでかなり小さい。類ࣅした立地の菅田古墳群ではܘが 10N以下で

あるのは 24号墳と 29号墳のみである。24号墳は中ظで෪石がなく、墳ٰ構がҧっており、29号墳は෪
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第５ষ　まとめ

石部分の9�2ܘNで、下津原鹿島4号墳の方がͣっと小さい。石室が྆କܕு形で形ଶがҟなっているが、

ྠを࣋たない点が共通する。ྠの有ແは、年代ࠩと֊ࠩが定されるが、29号墳は石室形ଶや立地か

ら年代ࠩと考͑られる。ྠফ໓後のஙと考͑られ、下津原鹿島 4号墳も同様に考͑られる。

　５号積石遺構は、古墳とೝ定できなかったものの、上ではࡉかい、下では大きなが積まれている。

上のࡉかいは自然ଯ積であるՄ性は൱定できない。下のは一人の人力ではҠಈがࠔなものもあ

り、その置にنଇ性をೝめることはしく、その性格を明らかにできなかったが、ԁ形の広がりを見ͤる

ので人ҝ的な積石とஅした。の伱ؒから出土した土ࢣ器伫は９世ل後の製作と考͑られるが、その年

代がங年代かͲうかは不明である。ただ積石の載る土の火山灰を分析したとこΖ、)S�'" より上位で、

"T�#がೝめらないことから、"T�#より下位と考͑られるので、古墳࣌代から平҆࣌代のؒであるՄ性が高い。

第２અ　ԣ݀式石室について（第 41・42・43 図）
　4号墳の内部主体は、Ԟนを三ஈに積Μだ、ଆนがׂ石ཚ石積みのແକܕのԣ݀式石室である。ఱ井石が残っ

ていたので石室高が֬ೝできた。石材はνϟーτで、三毳山の山体を構成する石を用しているとਪ定できる。

。じる長方形で、ଆนは線的にԆびるݮかってᷮかに෯をにޱ室の平面形はԞนからೖݰ

　このような、ແକܕ長方形の石室は、群集墳では菅田 2�・2�・30・31 号墳、࢛十ീ塚古墳群 4Z��4�2・

4�8、黒އ古墳群 4Z�005・�25・8�0、ムδナ塚 3・4号墳、西方山 �号墳がある。下津原鹿島 4号墳は

これらの中ではنが小さい方である。ແକܕ長方形の石室は、それͧれの群集墳形成のॳظにஙされる

ものが多く、ྠを有するものが多い。これらの中では、ムδナ塚 3号墳、西方山６号墳のنがۙい。྆

者とも小ܕલ方後ԁ墳で、લ面にุಓを有する。ムδナ塚３号墳はۜ؟Ḝۚ۩を、西方山 �号墳はԁ಄ฑ಄、

㩬ۚ۩を有し、墳形、副品共に古墳の性格にҧいが見られる。下津原鹿島މ 4号墳より小さい石室として

はムδナ塚 4号墳がڍげられる。周ߔ、ྠを࣋たͣ、લ面にઙく掘り下げたલఉ部を有する。ムδナ塚 4

号墳と同様に周ߔ、ྠを࣋たͣ、نが類ࣅした石室に黒އ古墳群 4Z�11� がある。黒އ古墳群 4Z�

11� は྆କܕではあるがݰ室とતಓの෯のࠩが小さくແକܕにۙい。副品は板௳きの大や鉄᭲を࣋っ

ている。菅田 30号墳は、墳ٰや石室全長が下津原鹿島 4号墳より大きいものの、ݰ室長は下津原鹿島 4号

墳より小さい。これらのことから、小ܕલ方後ԁ墳、小ԁ墳、ແ墳ٰというࠩが大ܕ古墳とのࠩ΄Ͳઈ対的

なものではないことが༧される。大ܕ墳でແକܕ長方形石室ではのٶ神社古墳、ถ山東古墳、Ӭๅࣉ古墳、

ഢ 1号墳、駒塚古墳がڍげられる。駒塚古墳はܘ 54Nのԁ墳で下津原鹿島 4号墳に最もۙい位置にある

大ܕ墳である。のٶ神社古墳は 4�Nのԁ墳、ถ山東古墳は一辺 33̼の長方墳とされるが墳ٰ内での石室

位置のภりを考ྀすると、લ方後ԁ墳のՄ性がある。Ӭๅࣉ古墳、ഢ 1号墳はݰ室長が下津原鹿島 4号

墳の全長にۙい。これらはنが大きいだけでなく、ۚ銅製品を副していることから、ムδナ塚３号墳の

さらに上位の֊であることが定できる。

第３અ　古墳群の性格と年代について
　遺跡がかなりのٸ斜面にあるため、通ৗの、ॏ機での全面的表土আ去による遺構֬ೝができなかったので、

不明֬な部分は残るものの、ࠓճ未調査の下津原鹿島２、３号墳と４号墳の３基で構成されるとஅできる。

下津原鹿島５・６号墳が古墳ではなくなったので、下津原鹿島１号墳は、4号墳とのؒが広く空くこととなっ

た。発掘調査対地区֎に古墳があるՄ性はあるため、ผの古墳群とまでは言いれないが、ผのࢧ群に

位置づけた方がよいと言͑る。ただし、ࠓճ調査した地区で下津原鹿島２ʙ４号墳の位置する標高は、５号
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積石遺構、６号炭焼窯跡より 10̼以上高く、より高い位置に未発見の古墳が存在するՄ性がある。

　下津原鹿島 4号墳の出土遺物は、ྠを࣋たͣ、石室内出土鉄᭲はࡉの長ᰍ᭲で７世ل代、周ߔ出土土

にஙされたと定できる。こظ࣌ॳ಄にかけての所産であることから、当֘لから７世ل器ഋは６世ࢣ

のظ࣌でྠを࣋たない古墳には྆କܕு形の石室の方が多くなるがあるが、下津原鹿島 4号墳はແ

କܕ長方形で、小ܕである。石室֎の墳ٰからࣖ環が出土していることから、による石室内のยけ

が行われ、発見された出土遺物の年代よりḪるظ࣌にஙされたことも考͑られる。ແକܕ長方形の石室の

菅田 31号墳では６世ل中葉の須ܙ器ഋが墳ٰから出土しているが、７世لの遺物として、石室内からは方಄

大ฑ಄、鉄᭲が、墳ٰ、周ߔから須ܙ器長ᰍᆵが出土しており、による長ظの用が定できる。し

かし、小ܕである点を年代の߱る要ૉと見なし、この形ଶの石室がԣ݀式石室の導ೖ以来、長ؒظஙされ

ていたことも定できる。土器は、周ߔ内から土ࢣ器ഋ 2点が΄΅形で、土ࢣ器伫が墳ٰ、石室෴土中

から同一ݸ体とࢥわれるものが、土器ยが石室掘り方中、石室ด࠹石中から出土している。土ࢣ器ഋ 2点は

ૹّ礼によるݙڙが定できる、土ࢣ器伫は墳ٰ上に置かれたもののస落が定できる。伫の出土は、須

器ഋࢣ器伫の場߹は分量が少なく、土ࢣ器伫ではྠ同様の多量ྻが༧されるが、4号墳の土ܙ 2点と

同様にݙڙしたものとが定される。火ଧۚは周ߔ掘後に埋するաఔでのྲྀೖと定される。火ଧۚの

出現は古墳࣌代とするઆとಸྑ࣌代以߱とするઆがあり、4号墳の火ଧۚは、古墳と言っても周ߔ෴土中で

ங後のྲྀೖした高い位置での出土であり、古墳ஙに伴う遺物ではないՄ性が高い。それでも古墳での

火ଧۚの出土は、࡛ۄ県鹿島古墳群 1号墳や小山市൧塚古墳群 3号墳でも見られることから、古墳࣌代の

や後世の古墳のّ礼であるՄ性がある。また、男体山頂遺跡でも出土していることを考͑ると、山ַ

৴ڼとの関係も考ྀするඞ要がある。このことは 5号積石遺構の性格をݕ౼する࣌も考ྀするき事例であ

る。古墳から平҆࣌代の土器が出る例は、東ژ都瀬ށԬ古墳群がڍげられる。瀬ށԬ古墳群では積石塚と表

現されるような墳ٰ（ཪࠐめ）で、ԣ݀式石室から８ʙ９世لの土ࢣ器や須ܙ器が蔵ࠎ器として出土している。

これらは古墳の࠶利用の݁果で、古墳自体は７世ل中葉にஙされたと考͑られている。５号積石遺構では

ԣ݀式石室が発見されていないので、同ྻにはじられないが、山ӳथの定したような、「世代ؒ」

の݁果とも定できる。（山　1992）

第４અ　炭焼き窯について（第 44 図）
　下津原鹿島第 1号炭焼き窯跡（4�1）、第６号炭焼き窯跡（4��）を֬ೝして調査した。第 1号炭焼き窯跡は

石窯、第６号炭焼き窯跡は土窯と考͑られるが、構ங材は૬ҧするものの、作業空ؒと考͑られる平ୱ面を

લఉ部として有する点が共通する。同じように斜面で６基の炭焼き窯が発見された市ொࣣ新田遺跡では、

このようなલఉ部が֬ೝされていない。ଞに炭焼き窯跡が調査された遺跡としては、石橋ொֲ内遺跡（２基）、

鹿প市ྲྀ通業務団地内遺跡（3� 基）、鹿প市Ҵՙ塚遺跡（１基）、Ӊ都ٶ市立野遺跡（１基）、利市ҏٶ

遺跡（１基）がある。これらは、山ਂい立地ではなく、集落にۙい平地林であるとこΖが共通する。ྲྀ通業

務団地内遺跡 4053 以֎はいͣれも斜面ではなく、平ୱな面に作られ、周ғより掘りࠐまれた、地下式をఄ

するલఉ部を࣋ち、その構が下津原例とҟなっている。その中では、立野遺跡４区 4,�1� が下津原第 1号

炭焼き窯跡と炭化室が類ࣅしている。立野例はԎಓఈ面ۙに石を用しており、鹿পྲྀ通業務団地 4053

と共通する。下津原例は川原石や石を用していないが、代わりにׂ石やנࢅを用している。נࢅはۙ

ྡのӽ名Տ؛跡でも出土しており、そのԡ印のあるנࢅから在地生産が定されている。下津原例も࠶利用

なので、ۙྡからのڅڙのՄ性が高い。また、下津原例はӽ名Տ؛跡がۙྡに所在しており、江ށの木
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炭のڅڙもࢹ野にೖれるඞ要がある。構ங材に大きな૬ҧ点があるが、下津原例と立野例は平面図をॏねる

とԞଆがͽたりと一致し、同一設計図とײじさͤる΄Ͳである。Ҵՙ塚例もนの石の残りが少なく、明֬で

はないが、下津原や立野の窯の大きさとඇৗにۙい。第 1号、第６号炭焼き窯ともલఉ部から江࣌ށ代のમ

が出土していることから、江࣌ށ代以߱のஙと考͑られる。ただ三毳山での炭焼きૢ業はۙ年までおこな

われていたことがۙྡॅ民からฉき取れる。ҏٶ遺跡例はԎಓにϨンΨが用されていることから明࣏࣌

代とਪ定され、立野遺跡例も現代のՄ性があることから、ࡉかい年代ܾ定はࠓ後の課である。

第５અ　遺構֎の遺物について
。代の遺物である࣌体が多かったのが、縄文ݸճの発掘調査では遺物の出土量は少ない。その中で最もࠓ　

土器はૣظが多く、΄とΜͲが下津原鹿島４号墳の盛土とその周辺からの出土である。盛土自体は周辺の土

とのۃなҧいがないので、周辺の土を用していると考͑られる。縄文土器も古墳ங࣌に周辺にࢄ

しており、縄文࣌代の遺構の存在するՄ性がある。石器には分銅形の石佁もあるので、ૣظ以֎にも遺跡

の形成が行われていたと考͑られる。古代のנや須ܙ器の出土はその地形から未発見の窯跡の存在を定さ

ͤる。

参考文ݙ（第２ষط出は略）
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ന色や灰ന色のスϙンδঢ়ܰ石がൺֱ的多

くؚまれている（中央ӈ上・ࠨ上なͲ）．

എ後は１NNϝογϡ．

ന色や灰ന色のスϙンδঢ়ܰ石が少量ؚま

れている（中央下部・ӈ下なͲ）．

എ後は１NNϝογϡ．

�

୶灰色・୶色・色のスϙンδঢ়ܰ石ܕ

Ψϥスが多くؚまれている．ॏ߭物ではɼ

斜方ً石や୯斜ً石が目立つ．

എ後は１NN��ϝογϡ．

　
ࣸਅ１　̐߸墳அ໘墳ٰ෦ʢ౦෦ʣɾࢼྉ̑

ࣸਅ２　̑߸墳அ໘墳ٰ෦ɾࢼྉ̏

ࣸਅ̏　̐߸墳அ໘पງ෦ɾࢼྉ̑
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所ऩ遺跡名 छ　　ผ 主な࣌代 主　な　遺　構 主　な　遺　物 特記事߲

古 墳 群
ࢄ  地

縄 文
 生
古 墳
ಸྑ・平҆

古　墳ʜʜʜ１基
積石遺構ʜʜ１基
炭焼窯跡ʜʜ２基

縄文土器・生土器・土
・器・内ࣖ土器ܙ器・須ࢣ
ಃ器・נ・石器・鉄 ・᭲ࣖ 環・
火ଧۚ・鉄ᕥ・古મ

要　

　下津原鹿島古墳群は、ඌ山地南の三毳山東に位置する群集墳である。現地は山林と
なっており、その中の高まりや石積みを調査した。
　古墳は、下津原鹿島 4号墳を調査した。山ଆにのみ周ߔがあり、墳ٰには෪石がある。内
部主体はԣ݀式石室でఱ井石が 1ຕ残っていた。
　下津原鹿島５号墳は、調査した݁果、石積みは֬ೝできたものの、内部主体が֬ೝできͣ、
出土遺物も平҆࣌代土ࢣ器伫のみなので、古墳とஅ定できͣ、積石遺構とした。
　炭焼窯跡は２基調査した。いͣれも炭化室લに平ୱ面を有する。特に 1号炭焼窯跡は石積
みの炭化室が残っていた。出土した内ࣖ土器、ಃ࣓器、古મから江࣌ށ代と考͑られる。
　出土遺物は、縄文土器が最も多い。ૣظࠟ文系が主体で、΄とΜͲが４号墳盛土中から
の出土である。

報 告 書 ঞ 録

古墳墳ٰ・
ԣ݀式石室

下津原鹿島
古 墳 群
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